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作物グループ

概要

作物グノレープは、技官 6人[+定員外職員 l人]で構成され、教育研究部の植物資源開発部門(専

任教宮 3人、兼任教官 4人)と連携して諸業務を行う。畑作と稲作に関する技術指導(農場実習

I、農場実習 Eおよび[食と縁の体験演習J)、農学部および大学院農学研究科の研究支援(約 40
件)および関連する技術の開発を専門とし、約 7h aの遡湯を管理している。グループの共問研

究として、イネの直播栽培に関する実証試験とアズキの雨害に関する実験を現在進めている。業

務の円滑化をoるため、代表、前代表のほかに庶務、会計、実習の各担当を置き、研究支援に関
しては旧部の利用担当およびそれ以外の担当、J)c国担当を置いている。また、作業の打ち合わせ

や情報交換のため、毎週末に部門・グノレープ会議を行っており、次還の作業予定表を E-mailで全
員に配布している。
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宏)由自作物グノレープ主任(植物資源開発部門

業務内容2 

研究支援業務

(16 a )、遊水池燐接地 (90nO 
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低水温が水稲の生育・収量に及ぼす影響

ハレイショの禄系の遺伝的差異と耐乾性との関係

ノ、レイショのマイクロチューバーを利用した栽培法に関する研究

園場 (16a ) 

作物生長調節剤によるダイズの草型制御と乾物生産との関係

酒場(16a ) 

J)c回

2 

3 

( 10 a ) 画場

気象条件からみたトウモロコシの潜在生産力の解析4 

作物のヒートストレス回避機構の解明

オンコ殴場 (3.8 a ) 

5 

(2 a ) 圏場

ハレイショの捜系改良系統の栽培保存6 

サイトウの根系改良系統の保存栽培

オンコ関場 (2a ) 

オンコ圏場(1a ) 

オンコ内施設

施設(収穫産)

施設(プレハブ 2階)

闘場(10a)

ヒニーノレハウスを含む)

箇場 (5a ) 

ムギ類栽培種の保存裁第

ガラス室、網室、簡易ハウスの利用

作物生態実験 l

作物生態実験 2

ベレニアノレライグラスの耐凍性(母体の維持)

野生ダイスの遺伝資源の管理

オンコ内圏場 (15~20a 、

ダイズ早晩性の遺伝解明

日-

B 
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暢幌町時ー~

15 テンサイの他苔性および単経性の分子i宣伝学的研究

長日掴場およびその隣接周場 (10a ) 

16 イネの遺伝 育種学的研究

イネ標識遺伝子系統の保存

作物グループ

水田 (20a )、オンコ内ビニーノレハウス (2a )、ハウス (2a ) 

霞場(長日国場東側、1.4 a ) 

17 間像による含水比測定に関する研究

箇場(ハレイショ、ビート生産圏、撮影、土壌採取)

18 農業機械利用の定期性化に関する研究および農業機械の自動制御に関する研究

匿場(エンハク闘、 30a ) 

19 作物別セ J サの開発研究

20 実験装震の作成など

21 高 C02条件に対する作物の反応

22 生コミコンポスト抱与が作物の生育におよぽす影響

圏場(ビート圏、 10a 、画像記録)

施設(農業機械実験室、設備)

プレハブ西側(装置閤定、 2a ) 

閤場 (5a )、見本圏内(10rri) 

23 アカクローハーの永続性およびイネ科牧草の分けつ性に関する研究

国場(10a 、) ビニーノレハウス (0.5 a ) 

24 高品質小豆の生産・収穫体系の確立(作物 G共同研究)

関場 (5a )、雨害処理施設 (6rri) 

25 イネの直播に関する研究(作物 G共同研究)

閏場(10 a ) 

26 新規導入作物(ノレーピン、キノア)に関する研究

酒場(10a ) 

27 作物の展示(見本園)

圏場 (4a 、ハーフ、牧草)

28 コンポスト製造装霊の設置
農産製造東側(装霞酒定、 20rri) 

29 各種作物の生長・収量調査

施設(プレハブ 2階)

30 深草の保存， 施設(保温庫)

31 ミミスの導入が土壌の性質および作物の成育に及ぼす影響

精密罰場 (2a ) 

32 アズキとサイトウの窒素随定に関する研究

精密画場 (4a ) 

33 テンサイの生育に及ぼす微生物ろ液の施肥の効果

精密濁場 (4.5 a ) 

34 各種作物の生産機能と耐酸性・低リン耐性およびリンのリサイクルに憶する研究

オンコ内ガラス室 (2.3a)

35 各建作物の生産機佳の向上に関する研究
水田(10 a )、オンコ内圏場 (36a )、園場(旧畜 西側・ 34a ) 

36 キンギョソワのトランスポゾンにおける転移挙動のi宣伝学的研究
酒場(I日園一内、 10a ) 

37 テンサイ稔性回復遺伝子のポジショナノレクローニング

闘場(:長自国場付近、 20a ) 

38 コムギの種子休日毘のメカニズム

(コムギ 1a分の穏)

39 土壌硬度の 3次元マッピング

大型実験回場(収穫後)

40 自動走行トラクタの開発

大型実験殴場(ダイス閥、 30a ) 

41 米のポストハーへストプロセスに関する実験(3年自学生実験)

収穫直後の生籾 20kg 
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作物グループ

(2)学生実習業務

農場実習 I毎還月曜日一生物資源科学科3年生対象(必修単位)

毎週水縫B-農業経済学科(必修単位)、他学科3年生対象(選択単位)

農場実習E毎週木曜日一生物資源科学科3年生対象(選択単位)

農業機械学実習毎遇火、金曜日一農業工学科3年生対象(選択単位)

生物資源科学実験:毎週火、水曜日ー生物資源科学科3年生対象(必修単位)

一般教育演習毎週水濯B-農学部以外の2年生対象(選択単位)

月/日(曜日 実習科白 実 習 内 n廿句

4/8 I (木)農場実習 Eガイダンス(扱装、用意するもの、その他注意事項)
4/121 (月)農場実習 Iガイダンス、加工用トマト播種(生物資源科学科)

4/141 (水) 11 11 (農経学科他)

4/151 (木)農場実習 E組織培養による繁殖及び無菌婿種

4/19 (月)農場実習 I鶏、豚飼育/乳牛館育(生物資源科学科)

4/20 (火)農業機械学実習 水稲援種、耕転繋地作業等の見学

4/21 (水)農場実習 I鶏、豚飼育/乳牛飼育(農経学科他)

4/22 (木)農場実習 E作物講義/各班毎に話し合い、作付け計函をたてる

4/23 (金)農業機械学実習 播種機施肥量検定

4/26 i (月)農場実習 I乳牛飼育/鶏、豚飼育(生物資源科学科)
4/28! (水) 11 11 (農経学科他)

5/6 I (木)農場実習 E農作業機械講義/酒場の爽雑物(石、ゴミ等)拾い

5/10 I (月)農場実習 I馬鈴薯掻種、トマトの鉢上げ(生物資源科学科)
51111 (火)農業機械学実習 水田耕起

5/121 (水)農場実習 i馬鈴薯播種、 トマトの鉢上げ(農経学科他)

5/13 i (木)農場実習 E土壌改良剤散布、耕転機がけ、区酒作り、ベッド作り

5/171 (月)農場実習 I馬鈴薯、エダマメ、スィートコーン播種(生物資源科学科)

5/18 (火)農業機械学実習 馬鈴薯播種

5/19 (水)農場実習 I馬鈴薯、エダマメ、スィートコーン播種(漫経学科他)

11 ( 11 ) 一般教育演習 11 

5/20 (木)農場実習 E単m，:(硫安、過石、境化カリ)配合、施ijl':、ベッド作り、マルチング
5/21 [ (金)農業機械学実習 ビート嬉種(シードプランター使用)

5/24' (月)農場実習 I泊植え(生物資源科学科)

5/261 (水) H 11 (農経学科他)

5/271 (木)農場実習 E5/20に伺じ

5/281 (金)農業機械学実習 水稲移穣(乗用回纏え機使用)

5/31 i (月)農場実習 I加工用トマト定植(生物資源科学科)

6/2 ! (水) 11 11 (農経学科他)

6/7 I (月) 11 養蚤/農産製造(生物資源科学科)
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作物グループ

月/日|曜日 実習科目 実 習 内 R廿h 

6/9 ! (水)農場実習 i養歪/農産製造(農経学科他)

6/10 (木)農場実習 Eま立状殺虫剤施用、施肥、播種、苗定植、添え木立て、苗帽子装着

6/14 (月)農場実習 l農産製造/養蚕(生物資源科学科)

6/15 (火)生物資源科学実験 馬鈴薯の地上部乾物重点1)定

自/16i (水)農場実習 I農産製造/養蚕(農経学科他)

6/171 (木)農場実習豆 夏期実習の打ち合わせ/トマトの支柱立て、間引き、かん水など

6/181 (金)農業機械学実習 スィートコーンの間引き・ホー除草

的 1I (月)農場実習 I馬鈴薯の中耕・除阜培土、スィートコーンの間引き(生物資源科学科)
6/221 (火)農業機械学実習 スィートコーンの間引き・ホー除草

6/23! (水)農場実習 i馬鈴薯の中耕ー除草 e培土、スィートコーンの間引き(農経学科他)

6/24; (木)農場実習 E雑早講義/鎌の研ぎ方、農場実習E圏場周辺の早メ1)り

6/28 i (月)農場実習 Iセロリの定植(生物資源科学科)
6/291 (火)農業機械学実習 ビートの間引き・ホー除車

11 I (11) 生物資源科学実験 馬鈴薯の地上部乾物重視1)定
6/30 I (水)農場実習 Iセロ 1)の定植(農経学科他)
7/1 i (木)農場実習 E農薬の希釈、混合、散布液の作り方と散布の仕方

7/2 I (金)農業機械学実習 トラクター運転実習

7/5 I (月)農場実習 I農業機械、エダマメスィートコーンの除草(生物資源科学科)
7/6 (火)農業機械学実習 トフクター運転実習

7/7 I (水)農場実習 I農業機械、エダマメースィートコーンの除草(農経学科他)
7/8 I (木)農場実習 E間引き、追肥、中耕 e除早、培土、芽欠き、整枝、誘引、かん水など

719 (金)農業機械学実習 プラウィング実習

7/14: (水)一般教育演習 馬鈴薯、エダマメ、スィートコーンの間引き、中耕・除草.t音土

7/15 (木)農場実習 E7/88に同じ。

7/27 (火) 11 夏期実習。 ガイダンス/リンゴの摘果(北大農場余市果樹閤)

7/28! (水) 11 11 農家研修(牧野農園)

7/29! (木) 11 11 トラクター運転実習/1習場管理

7/30' (金) 11 11 トラクター運転実習/1琵場管理

8/2 : (月) 11 11 水田農家研修(本沼氏)

9/1 (水)一般教育演習 馬鈴薯、エダマメ、スィートコーンの収穫

的 I(木)農場実習宜 最終収穫、資材等の水洗、後片付け、茎菜残澄処理
9/10 (金)農業機械学実習 馬鈴薯収穫(ポテトハーベスタ使用)

9/161(11) 11 11 

9/17【(金)農業機械学実習 水稲収穫(自脱型コンパイン使用)

9/20 I (月)農場実習 Iイネ、馬鈴薯スィートコーントマト収穫(生物資源科学科)
9/22 i(水) 11 11 (農経学科他)

日/30I (木) 11 北大農場余市果樹園にてナシ収穫(全学科合同)

5ー
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(3)管理作業業務(作業暦)

月 4月 5 月 6 月

日 6 12 19四21221101418192021242627叫 1 4 1市 910 18 2316.21 23 
ハ予ハ催施 予遊催種代 徐回 補 保代禄畔育除 21農畔
ウ措ウ芽 ij1]措水芽籾か M 草植 fI 植 温か横草芭草 薬草

ス ス・後 (池(コき奔lえ パき 刈ポ斉Ij 11 散刈
水 ビ 内援 直ポ直 i 直散 りッ散 布り

耕穫耕 播ン播う 播布 ト布

転 来王 稲プ稲ン 播 j先

穏 )(， )設)グ種 浄 ( 

5N 置
( 

直

② 
り 直 播

播 稲
稲 ) 

) 

231 13 10 
追l 徐 R徐
ij1] 草 草

剤

散

布

麦

① 

14 17 24 11 14 15 25 29 5 9 
種耕 除 !耕 中 矯徐播 農中

子転 草 転 耕 n 種草種 薬耕

ス 粉 剤 散

イ 衣播 散 播 11 布

種 布 種

ト

コ

ン !① 
① ① ③ 
③ ⑤ ③ ⑥②③⑤③  ⑤⑥  

5 22 fI 13 24 25 27 11 15 17 18 21 5 

種種浴 種 車井 種 中仮本 農

イイ光 イ 長ま イ 耕培培 " 11 薬 fI

モモ催 モ fI モ 土土 散
馬 選消芽 fI の 播 コ 除 布

jjlJ毒関 !切 種 ン H 草

鈴 始 断 T 

R余 ナ

薯
散 i先
① 浄 ① l①①  
③ ①③③③  

④ ①⑤  ③⑤⑥①③⑤⑥  
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作物グループ

7 |月 8 !月 9月| 1 0 月 1 1 月

26 27 28 3 4 11 12.13.18 I 9 24山田 2914 5 6 7 !5151819E252526 
抑紡 防農ヒ 収 籾 収種 水籾 精 精乾

11 草烏 1鳥薬工 烏さン 穫 11 摺 H 穫子 国摺 H 米 米燥
)1fIJ網 線散抜 t馬 立バ ( り 用用 片り 機機
散張 修布き 修 てイ き 機稲 つ 清 1青
集布り 喜善 繕 作ン ら 精(械脱 け 精 掃掃
草 り修 ら 米ブ整穀 米

理 3 
9 直きン
7 播らド
) 

稲ら米
) ~ ~ 

26 28 5 6 9 13 14 

収 選 耕徐

穫 別 協燥葉 来王草

へ機残 剤

袋 出清澄 播散

詰 荷掃処 種布

め 寝

鎮

圧

13 11 19 22 17 20 23 31 l 

耕徐農除 収 M 11 11 茎

転草薬草 穫 葉

散 残
矯 布 主主
種 処

主主

① 

③⑥②⑥l① il③ ⑥ 

十

←一一一一一一

厚撫恥』一一

16 19 26 121 14.15.18 18 19 20 21 ~27 

除収農 収 11 11 選 選 箱

草穫薬 穫 詰 H 11 11 

キ数 男とキ キ男 め

タ布 爵うタ タ爵 トキと 男

ア やア
ア

ヨタう
カ

カ カ
リ

シアや
1) ロカ

と
1) 

う

① 

!①①③  

や

①大型実験闘場②水田 ③精密画場④隔離殴 ⑤長日間 ⑤オンコ内箇場
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作物グループ

4.作物グループ資料

(1)種子量及び施肥量

作物名 品種名 栽培回積 播種量 施 R~ 量 RI'l量成分
(a) (kg) kg/10a (kg) kg/10a N-P-K-Mg 

(直播) きたいぶき 3.3 3.3 10 16.5 50 12-16-12 

ゆきまる 3.3 3.3 10 16.5 50 

きらら 397 3.4 3.4 10 17 50 

(移植) きたいぶき 2.5 0.6 3 12.5 50 

ゆさまる 2.5 0.6 3 12.5 50 

水稲 ゆきひかり 2.5 0.6 3 12.5 50 

あきほ 2.5 0.6 3 12.5 50 

ほしのゆめ 10 3 3 20 20 (側条施ijE20kg)

きらら397慣行区 30 9 3 150 50 

{目j条施肥区 10 3 3 20 20 (側条施ijE2此g)

実験他 50 

(育苗) 1.6 80 50 12-15-8-5 

小麦 ホクシン 42 42 42 336 80 12-20-12-4 

実験他 25 

ピーターコーン 20 3.4 200 

スィート ピーター235 10 1.7 1.7 100 100 13-18-10-4 

コーン ピータ-610 36 6.12 360 

実験他 20 

男爵 40 880 440 

キタアカリ 10 220 120 

馬鈴薯 とうや 10 220 220 120 120 7-11-9 

トヨシロ 6 132 72 

実験他 16 

ビート ユーァン 20 0.52 0.26 240 120 12-17-11…4 

実験他 51 

ワセミドリ 10 5 80 

サッポロミドリ 10 5 80 

大豆(枝豆) ユキムスメ 8 4 5 48 80 4-13-10 

中生光黒 4 2 32 

鶴の子 6 3 48 

実験他 51 

小豆 実験他 12 

金時 実験他 5 

トマト KRN2011 3 1.540粒 2.200粒 30 100 10-20-10-3 

えん麦 緑R~等 117 175.5 15 

牧草 実験他 37 

-10 
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(2)使用農薬

作物グループ

作物名 殺菌剤 殺虫剤 除草剤

タチガレエース エルサン乳弗j スタム乳淘j

ベンレート トレボン乳弗j ユニハーブフロアブル

水稲 カスラブパリダス水和剤j パイジヱット乳剤 クサメッツフロアブル

ヒノパイジェット乳剤 マメット SM粒剤

J'¥スアミド プッシュ粒剤

アタッキン水和剤 オルトフン水和剤 プリグロクッスL

馬鈴薯 グリーンダイセン水和剤 エルサン乳剤

ジマンダイセン水和剤j ピリマー水和剤

フロンサイド水和剤 ランネート水和剤

アルリメート乳剤 ラッソー乳剤

スィート アグロスリン乳剤 ゲザプリム 50

コーン トレボン乳剤

オルトラン粒剤

キヒゲン

小麦 パイレトン水和剤 ゴ ゴーサン乳剤

アクチノール乳剤

ビーフエ ト粉)¥1J
オルトラン水和剤

豆類 EPN乳予測

トレボン乳剤

キヒゲン

カッパーシン水和剤 マリックス乳剤 ベタナール乳剤

ビート リゾレックス水和剤 オルトラン水和斧j

ダコニール1000 トレボン乳剤j

ダコ一一ル10 0 0 オルトフン粒弗j

トマト べンレート オルトラン水和知j

ゲッター水和弗j トレボン乳予測

アグロスリン乳剤

フンドアップ

その他 MCPP 

ゴーゴーサン乳剤

標軸蜘-

注〉ここに記載されている、種子、肥料、農薬、資材は生産を中心ににしたもので、

実習実験等は含まない。

1
1
 
1
 



作物グループ

(3)使用資材

作物 資材名 主完格 更新時等

シルバーポリシート 9 0番 270X100 5年

ビニールハウス用シート 0.15X470X45X 2本 3年

ビニールハウス用シート 0.15X150X100 3年

ビニールハウス用シート 0.15 X 100 X 100 3年

水稲 水稲育苗用保温パット 5年

育苗用ポットケース 3型成苗ポット苗箱 毎年30ケース

防烏ネット 30llllllx30狐 x40mX25mX12枚 5年

防鳥ネット用針金 11番線 100kg 毎年

出荷用袋 10kg用 毎年300枚

結束紐 パインダー用 年半ダース

収穫用コンァナ 直型A 毎年10ケース

馬鈴薯 ビニールハウス用シート(浴光催芽)0.lx540X20 3年

ビニールハウス用シート(浴光催芽)0.1 x120X50 3年

出荷用ダンボール 10kg入り用 毎年1300箱

トウモロコシ 収穫用袋 毎年30枚

小麦 A麻袋 毎年30枚

大豆(枝豆) 収穫用コンァナ B-1 8 -2 

出待用袋 毎年1000枚

収穫用コンァナ B-1 8 -2 

加工用トマト マルチシート O.3X180X200 毎年2本

パオパオ90R 350X200 毎年
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作物グループ

(4) 国場図
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作物グループ

水稲

農場の水稲栽培では、学生実習に生物資源科学科20a、農業経済学科他20a、農業工学科10a

の蘭積を使用し、実験では、作物生産生物学講座作物学分野 20a .作物栄養学分野 10a、育種

工学講座植物育種学分野 20aの面積を供与している。他iこ、農場作物グループで行っている、

移緩と直潜の比較試験に 20aを使用している。(学生実習用水回の一部を使用して、半不耕起

栽培と側条施肥機の試験的栽培を行っている。)

この水田で収穫された玄米は、 10月下旬から 12月上旬に随時精米して大学駿員に販売して

いる。

農場水稲栽培の問題点して上げられるのは、水温の低さである。水田の水源は地下水を使用

しており、水温の上昇のために遊水地を通して水田に入水しているが、遊水地の泥水がひどく、

水稲栽培に適した水温が得られないのが現状である。

また、学生実習及び実験等とは別に、毎年、幼稚園児による田植え及び穏刈りの体験実習も

行われている。

秋まき小麦

当農場では、ホクシン小麦を中心に播種、管理、生産を行っており、生産面積は42aである。

この内、農学部の作物生理学分野に、実験用として5aほどの穏を供与している。窒素施1巴量

が多いと小麦のタンパクが上昇し、品質の低下につながるので注意したい。

馬鈴薯

農場は、精密匿場、大裂実験問場、オンコ内圏場の栽培実験があります。

精密園場では、実験に作物学分野20aの菌積を使用している。

大裂実験開場は男爵イモ (34a)、キタアカリ (4a)、トウヤ (4a)の計 42a 、オンコ内

閣場でキタアカリ 2aを作付けした。昨年はキタアカリが小玉のため、キタアカリを減らし、

男爵イモを多く作付けした。平年よりも収量が多く取れた。

トウモロコシ

農場は、精密画場、大型実験掴場、オンコ内麗場の栽培実験があります。

精密園場では、実験に作物学分野20aの商積を使用している。

大型実験圏場はピータ-6 1 0 (32 a)、ピーター 23 5 00 a)の計 42a 、オンコ内閣場

7aを播種した。

問題点として、播種後(ピータ-6 1 0)出芽は良く生育も順調だったが栄養生長期から、降

雨、高温、多湿のため、子実が付かず収穫出来なくなった。

14ー



作物グループ

大豆

本年度大豆は大型実験圏場 45a、精密周場 30a及びオンコ内閣場5aに忌避弗jをコーテン

グして播種したが発芽直後から鳩の食害にあい 30aを再耕起し播種し穫し園場に被服材を張り

保護した。夏には北海道にしては異常な高温が続き、品種による生育の差があり特に晩生種で

は節問が異常に伸び子実数が少なかったが、早生及び中生種では平年並みの出来であった。

甜菜

甜菜は作付け面積約 40aで移績及びペレット種子による直播をlTっているが、今年は異常な

高温と多湿が続き寒冷地型作物である甜菜は根腐れ病、葉腐れ病にかかり患ったような収穫量

が確保できなかった。

「
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教育・研究支援業務

機械グループ

河合孝雄・仁和敏夫・佐藤浩幸

1 

当クグ号ル一プは、農場における機械化体制およびトラクタ機械化に対応するため1960年に新設された管

理部管理掛(翌日年に作業管理部と改称)を前身をとし、 98年4月から農場新組織発足にともない機械グ

J レープとなった。

農場共通のトラクタ及びその付属作業機等の機械類を管理するほか、各部門と協議連絡して適正に運

用し、農作業の円滑化、能率化を計ることを目的とする。運営予算は、農場3部門でそれぞれ利用した時

間に応じた算定比率 (82年度より年毎に大きな変動がないよう配慮する意味から過去5年間の平均値)を

基に各部門が負担する受益者負担を原則としている。

現在、農場主事を主任とし、 3名の技術職員が配置され、おもに以下の業務を担当している。なお@:1)

③の業務は作物グループと密接な関わりをもって行われるため作物ク@ループに兼務となっている。

①トラクタ12台、作業機・穀類乾燥機等約60台の作業運用計函・調整及び実施記録のまとめと評価

及び機械化体系策定の検討

②機械の操作及び利用する技術宮への操作指導

③学部学生に対する、農業機械関連実習

④機械の調整・開発・改良・保守・点検・整備

⑤教育・研究用機器の試作・開発・改良のほか特殊な用具の開発改良などの対応

⑤農業機械関連への対応(教育・研究等)

⑦研究のための牧草に係わる麗場管理、試験等に係わる業務(試料の育成・観察・分析等)、調査

・研究、共同研究

⑧牧草及びハーブ見本閣の維持管理

2.トラクタ・作業機及び闇場概要

表lに当部保有トラクタ・作業機一覧を示し、また表2・表3に牧草・ハーブの作付け草穫及び品種

一覧を示した。

(1)トラクタ・作業機

保有トラクタ・作業機の鶏入からの年数を平均すると耐用年数の2~3倍に達する 16~17年にな

る。後述する一部のトラクタなどを除き早急な更新が望まれる。特にフォーレージハーペスタは24

年が経過、これまでにもへイテッダのタインなど金属類を拾い上げたためカッターヘッドの大幅な

修理行うなど各部の損傷が激しい。今年もサイレージ用トウモロコシの収穫時に故障し、緊急な修

理で乗り切ったが慌てさせた。更新が実現できない中、事務部の協力を得て可動部を中心に損耗部

品の大幅な交換修理を2000年の使用時期前に実施する。

ワ
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機械グループ

表1 健禄グループ保有トラクタ・作業後一覧 (次ベージに続く)

機械名 製作所

材料率トラヲタ神神*

フォードソンメジャー(FM)

フォード5∞0(F5000)
マ"イ)7-h''l ~1 8S(MF185) 

"tイ)7-h''lン595(MF595)
フォド661O(F6610)

イセキTL4000FG(TL4∞0)
1，tイ)7-h"，ン3050-4C(MF3050)
クボタLト275DVBMAXSJP(L1-275) 

クポタA-15DBP(A-15)

ジョンディ71850DM(JD1850)

ヲポタGL220BSP(GL220)

ヤンマーAF-250白VXUKS5R(AF-250R)

三菱CT-83耕うん機

*三菱耕うん慢

判事藤本作業擁*****

兼用プラウ

兼用ブラウ

兼用プラウ

・リバーシブJレプラウ

チゼJレプラウ

サブソイラー

ライムソワ

ブロードキャスタ

マニュアスプレッダ

マニュアスプレッダ

マニュアスプレッダ

デスヲハロー

デスクハロー

ロータリ

ロータリ

ロータリ

口ーヂリ

代掻きロータリ

ロータリ

ロータリ

グレンドリJレ

コーンプランヲ

グラスシーダ

・ポテトプランタ

・ピーンプランタ

*ど トプランず

鎮圧ローラ

フォード

フォード

MF 

MF 

フォード

井関農健

MF 

クボタ

クボタ

ジョンディア

クボタ

ヤンマー

三菱重工

三菱重工

フォード

スガノ長機

スガノ議機

スガノ重機

MF 

ランサム

スクー接指

ノードストン

規絡・大きさ

英

英

英

仏

英

日

仏

日

日

独

自

印

ディーゼJlo・2駆ー 42PS

ディーゼル・ 2駆・ 65PS

ディーゼJレ・ 2駆・ 75PS

ディーゼJレ 4翠・ 95PS

ディーゼル‘ 4駆 79PS 

ディーゼJレー 4駆・ 40PS

ディーゼJレ 4駆・ 69PS

ディーゼル・ 4駆・ 27PS

ディーゼル・ 4担・ 15PS

ディーゼjレ・ 4駆・ 59PS

ディーゼル・ 4駆・ 22PS

ディーゼJレ・ 4駆・ 25PS.高速耕うんトタリ付

{日) 8PS 

(日)

(米) 14'・*2
(S) 14" 本2

(日) 14" *2 

(自) 20" ホ2

(英) 1. 98m 

{英 65cm

(日) 320し

(デ) 1∞OLタポマチッヲ

ハワード (英) 5. 5m 

ヱューホランド(末) 4. 8m 365型

ジョンディア (加 JD455 8.3m (ハイドロプッシュ式)

フォード {米) 18" 本20

INH 未) 20" *32 

小橋工業 (日) KC240 (204m) 

小播工業 (日) KC242 (204m) 

小矯工業 (日) ML180AF (1.8m) 

松山 (自1.4m (A-15用)

松山 (日) 2. 4m (U-275用)

小橋工業 (日) M 150T -4S C1.5m) 

小橋工業 (日) PK247 J-2L (204m) 

ノードストン

ガスパルド

ブリリオン

十銭農機

田縞量権

サ-:;Jレ鉄工
スヂ農搬

(デ) 2. 5m 

(伊) SA-480-4 (4珪)

(米 1.55m 

(日) 2舷

(日) 4母

(自) 2舷

(日) 2. 5トン

-18-

z∞0年1月1日現在
購入価

購入年 (千円)

1956 

1967 

1972 

1982 

1985 

1988 

1990 

1990 

1990 

1991 

1995 

1997 

1969 

1959 

1984 

1988 

1985 

1983 

1956 

1980 

1992 

1974 

1983 

1996 

1958 

1975 

1976 

1987 

1989 

1989 

1989 

1994 

1998 

1984 

1992 

1960 

1978 

1979 

1979 

1981 

1.230 

1.500 

2，116 

10，000 

5，ヨ50

2，481 

5，210 

2，300 

970 

1，431 

2，827 

255 

76 

370 

235 

440 

102 

207 

340 

1.148 

1，670 

2，029 

110 

1，200 

488 

543 

398 

348 

689 

1，100 

799 

187 

318 

676 

4開



機械グループ

話入価

(千円)

塁u!呈

τ
E
F
E
I
E
i
i
t
!
i
i
i
z
 

520 

1，073 

114 

153 

604 

498 

250 

麟入年

1975 

1979 

1974 

1976 

1982 

1989 

1988 

規格・大きさ

5畦

5珪

400L 

800L 

3畦

3畦

K500 

K502 

1.2m 

(仏)

(日)

(日)

(日)

(日}

(自)

(日)

製作所

テクノマ

共立

日農儲

スゴタ一塁機

小掃工業

小橋工業

佐々木農縫

機被名

本ブームスプレーヤ

ブームスプレーヤ

牟カルチベータ

・培土縄

ロータリ力Jレチ

ロータリカJレチ

ロータリモーア

1988 

1989 

ドミネータ-385(2.7m) 

CX20GAKN 3条メi

ヲラース {独)

石川島芝浦機徒(日)

普通コンパイン

自説コンパイン 2，300 

390 

600 

1，600 

510 

1，508 1973 

1972 

1981 

1981 

1985 

1986 

1縫

三菱耕うん機用1畦

1陛

5C 

79ツ式410TUR80

F211 2.1m 

(仏)

(日)

(日)

(スイス}

(日)

{日)

R-C 

松山

松山

サムロ

日最機

小橋工業

コーンピッカ

ポテトデガ

ポテトデガ

ポテトハーベステ

ピートハーベステ

ストロ チヨツパ

700 

620 

844 

224 

665 

1987 

1989 

1988 

1996 

1970 

1988 

442 デスヲ型1.6m 

442 デスヲ型1.6m 

5.1m 

744 5.3Sm 

ニューホランド(仏)

ニューホランド(仏)

エパーグリーン(独)

ターラップ (デ)

パンフォード (英)

。ーン (仏)

へイモーア

ヘイモア

ジャイロテッダ

ジャイロテッダ

ヘイレーキ

ヘイレーキ

2，106 

2，764 
1977 

1975 

KF4 

315 1.71mピッヲアップ

7175 

ニューホランド(米)

ニューホランド(米)

ヘイベーラ

フォーレージハーベスタ

646 

1，330 
1，040 

820 

1972 

1990 

1990 

1985 

湾入価は1台単価特;王 2台購入

TC-5510 12rrl 

LW-130 13m 

(8) 

(日)

(日)

(米)

ほくさつ

ほくさつ

メムロ機工

。-)レ

フォーレージワゴン

フォーレージワゴン

ハイダンプトレーラ

フォーレージブロワ

1988 

1989 

1992 

標準、マニュア (TL4000用)

探準、マニユ了、ビート (MF595用)

係準、除雪プレード (JDl850用)

三陽機器 (日)

alo スヱーデン)

ヤンマー農機 (日)

井関純正7ロントローダ

副oフロントローダ

りD純正フロントローダ

170 

697 

174 

275 

116 

741 

714 

247 

1，835 

)は略称

トレーラ 北海自動車 (日) 2トン穣み 1957 

トレーラ ほくさつ (日) H53W-2 ダンプトレーラ-2トン積 1979 

トレーラ ほくさつ (自) HT-21 1トン積 1988 

較物運販車 斎藤農機 (日) KD-2200 (トレーラー改造 1989

担額搬送機 斎産量機 (日) B-551 (パネコン 1989

高所作業車 ササキ (自)クボタFHD6-1II 1997 

連施車 筑水キャニコム(自) EL5680K3DP 6∞kg積 1997 

榎切りチエンソー 小松ゼノア (日) RC620 1997 

鞍物用循環型乾燥憾 山本製作所 (日) 5BD-3E5M (7トン 1989

注1)本印は機械グループ以外で所有している作業搬.これらは、機械グループのトラクタを使用注2) トラヲタの後ろの(

注3)属入舗は‘消費税込み

一19ー
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機械グループ

(2)牧草及びハーブ見本園

表2・表3の他にホクレンより市販されているl年生、多年生の花18種類の詰め合わせ種子"ミック

ミックスフラワーは、農場を訪れる多くの見学者の白「花便り」を播種した。ハーブ、スフラワー“

ミックスフラワ一花壇横に写真付き標本また、を楽しませ、絶好の記念写真のスポットとなったa

(総面積:4a) 

品種

ケンブルー

ファントム

ピリオン

ホクセキ

ハヤキタ

カリフオJレニア

ソーニア

タホラ

テトラ

マヤ

見本看板を設置、植物名がわかり好評であった。

草種

11 ケンタフキー7'ルーゲラ1

12イレニ7ルうイゲラλ

13 11リ 7ンライ~'う1

14 7力クローパ

157カクローパ

16シロヲロ-"

17シロヲローパ

18シロヲローパ

19 7ルサイ9クローハー

20 7)レ77Jレ77

牧草見本習作付け草種及び品種一覧

幕種 品種 2

0ンプウ

ノサップ

キリタップ

ホヲシュウ

ワセミドリ

オカミドリ

アイカップ

パラトン

トモサカエ

ホヲリョウ

ノ、ーー=プ''''令t<ナヨ匡専a-.置

表2

1チモシ-

2チモシ-

3チモシ-

4チモシー

5オーチヤードグラス

6オーチヤードグラス

7 ).J.-).' r OA9'う1
8リードカナリ グラス

9メドウフヱス。

10トールフェスヲ

「

〈車掌宮容"'3...)-，. 
ノ、 ν"'.~眠
'"ワミドリ，.

イプキジャコウソウ皿

ト ?.I"'，..Ja.
J、コr，、 ';.;:h.，. 

事斗

~三ノ手"
吃Zリ奉斗

'O/'J科

シ γ 科

叱zυ 亭ヰ

豪。毛弓

ハナハジカ

-ov、シプコm‘
キャラつ z イ属

-< ""、';';;tョ
ヒメワイキヨウ

ハナハッカ属

ィ=プ"""ジャコつーノウn・Eシソ科

'フづ"ミ""ヰ戸~?JX
てFトリ'"り 7'"

ヰ?--7手斗ワタ只ギギク

プコミ三つノ .... 

コ"'4'- ~'J'"
ヨナト亘戸υ、ノウn‘
イプ亭ジャコウソワ""

口ーマ力ミ Y レ属

0><ヰゴE‘

ヤナギハシカ圃

ヲ'"，，"'戸リ""
弓，-< """ョヨ芳沼田E
ヤダルマハッカ圃

ゼニアオイ圃

ノコギリソヮ""

フ， ~-<手斗

"""'"手斗

広広..吃Z叩 E 手ムZ

ベニワイキョつ

タイマ{ノ"ナ

つスベエア才イ

iffi"~掌ノヨ弓.リソウ

ハッカ周

三号"'''::;'''-ド?三号n‘
-<，之=コrてす，.

シソ事斗

d露

J、ゴロモソウ属

吃"-<三連?吋'てヨ"'、、~:n .，. 

ハッカ1翼

パラ科

シユノ科

シソ科

ワタチヨロギ

弓."史2・E
l!i~竿寸'てrノ、 γ ブヲ

20 

弓Tト豆戸リ 1ν つ事斗

シ‘ノ手斗

有?-?手斗

" 
ユリ科

シソ科

シソ科

吃zυ手斗

'7ッコプJレミミユ'ト
2 7ニ二Zえと二三ノ.~コプ

3 イブキジャコウソワ

4 つインターサボリ-

s 耳rレガノ
. '"クテルミント
ア Sドヤツトニニッ.，.

S キャラウェイ

9 '"三5-1.) --e-ずる3

>0 '"υ ク pナレ7fノ
"クυ ピングタイム
τ2 =コr-，レドづ，-ず-"-

"乞ナ"トリ コ'一
，.サントリナ〈コワトンラベンタグ〉

"ジャーマンカモミ-，レ

'6 "-ィーート""'--(:;>ナL〆シト
17 ~-::，.; 

，.吃zュ，ト手/3ユ-?:?一ート
'9 ユノー-7<;1-ド
20 タイム

.， '"ィヤ-?:'"モミーJレ
22  ?ラ号 =iユ〆
23 号炉 ~υ

24 ラ&ヤイコプ

25 コt-'/シ口""ク
26 パーベイン
訂パーベイン、ムラサキ

2. ，司Cv'.Jフ'ユ〆
29 ヒエ三ノ iノコプ =プJレー-
30 ヒソシプ ピンク

31 7.:.::.::'--'*Jレ
32 フロード リ寸ト ト γ

33 ::;プロン3てフェユ-*，レ

34 ベルガ号ツト〈混合》
35 汁号'J~

36 マ口-

37 ヤロ ホワイト

3.ャローイエロ
39 "5'"ミ -ry
40 ，ヘーシタ司?ツコミント
.，ラベンヂー刊

42 ラムズイヤ ズ〈つーリーベトニニー〉

43 υコト-"-
44  υ-;-T、ー ウニ巳づアラ，ィる〆て，-"-
45 ....ラ戸ィエえて''''トJレ
46 レモンパーム

4ア由契圭ミント

-盆奪三ヨ.

市 クラ3ミノて ".ド υソウ
2 ，ナて<"'-"!::ナ対てυ
3 サルビアコ νキネ7
4 ジェ一、パジJレ

5 "巳-<-ートて，手/ョヨ多-"-

6 吃"-<三'. 刈唱.?..，トー "-?ユ〆
7 ナポリタンパジル
8 ニニウ'三歩、 ;>f"-Cl"5 

9 パーベJレ司ラ y フェJレパジJレ

'0 パレリアンレ ν ト

も7'ッ三...=. .1て手"レ

>2ブラックマロー

リベJレシャン ジェル

器提3

到底戸開宅ナJレヒゴフ'

西洋才トギリ軍

タ三件ジヤコつ、ノウ

コつヤカミーンレ

二Eユノ0><'戸

ぺ'コナ-""，、ッヌョ

I
l
l
i
-
-
1
j
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3研究課題と実習内容

機械グループの技宮として支援体制をとっている研究、教育は以下の通りであるが農場の組織として

機械グループに直結する教育研究部はなく、縞物資源開発部門と連携して諸業務を行う作物グループに

兼務のため、研究支援については植物資源開発部門の課題(主に飼料作物関係)を担当している。

-食と緑の体験演習(高等教育機能開発総合センター l年呂選択科目)

農業機械担当

例年担当しているが、 4月から9月にかけてカリキュラムが組まれている。 しかし、時期は一定

しておらず昨年は8月258にトラクタの運転実習を実施した。 これまで触れる機会のなかった学

生にとって、見るだけではなく運転までできるとあって一部しりごみして運転しなかった学生を除

きおおむね好評であった。

'!i霊場実努 I(生物資源科学科・農業経済学科3年目必修l単位、他学科3年目1単位選択)

7月5目、 7日 農業機械担当

-農場実習E(生物資源科学科3年呂選択)

5月68 農業機械担当

上記2つの実習では、 トラクタの性能、特徴などの説明とともに、作業機についても実習現場に保管

(牧草関連の収穫機械は、例年他の場所に保管のため割愛) している機械を中心にその構造、役割な

どをできるだけ詳しく説明している。 しかし、 どんな機械でも実際に稼働している現場を見せるのが

教育上もっとも効果的と思われるが、時間的、時期的な制約もありなかなか実施できない実状にあ

る@現在ビデオの活用も検討している。

-農場実習立 夏期実習

7月29日30日

例年夏休みに入ると同時に行われる集中実習で丸2臼間にわたり午前、午後4グループの編成で

「トラクタ運転実習Jを行っている。かなり以前から行われている伝統ある実習でもあり、根強い人

気がある。しかし、最近では自動車運転免許保有者(普通免許)も増えており、 トラクタ本体だけの

実習ではなくトレーラを牽引してのパックの練習も含めて行っている。だが、 トレーラの牽引に関し

ては半日という限られた持間で技術をマスターする学生はなかなかいない。担当する者にとってはも

う少し時間があればとの思いである。

「農林バイオマスの超効率的回収循環システムの開発」研究支援

この実験は、学内にある食堂から出る生ゴミを回収し、効率的に堆肥化させ、圏場に還元するシス

テムの研究である。堆肥化させるシステムはその性格上、学内食堂に燐接したプレハブ内に設置した
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機械グループ

がネズミの格好のヱサ場と化し、その進入防止策には頭を悩まされた。

また、常時生ゴミにさらされるシステムの心臓部は、予想以上に腐食が進み、単純な部品の交換に

も多くの道具と時間が費やされる。

「地球大気環境の変動が農作物の生産性に与える影響の解析j研究支援

地球上の炭酸ガス濃度が確実に増え続ける中で、その増加が農作物にどう影響するかという実験で

あるが， チャンパ内で炭酸ガスをいかに正確にコントロールするかが課題であった。担当の続生・学

生とともにチャンバー，ダクトの設計・工作・設鐙・環境整備など協力・共同の体制で実施している

が、自然環境に近づけるため出来るだけ開放された空間(オープントップチャンパー)の中で、炭酸

ガスを高濃度(普通の大気中の約2倍の700P PM)にしかも正確にという相反する条件を満たす

には、想像以上の努力が要求された。

「アカクローパの永続性に関する生態遺伝学的研究J研究支援

この実験は、赤クローパの生態遺伝学的現象の競査研究である。試験枠(コドラード)の製作を30

基穣担当した。 1m角の正方形の外枠に10cm毎にテグスで区切りをつけるという簡単な工作であ

る。最近、多くの研究・教育機関の共通の悩みでもあると思われるが、少ない研究費という縦約の中

でいかに安く制作するかという課題にはいつも頭を悩ます。

「イネ科植物の適応戦略に関する発育形態学的研究J研究支援

「各種新規緑ij~作物栽梼と後作効果について」

「サイレージ用トウモロコシ実規模品種比較試験J

4.99年度機械利用概況

(1)作物栽培の種類と特徴

当農場は、札幌キャンパスの北西に位置し、農場3部門が管理する約50haの闘場を対象に農業機

械が利用されている.また、食用・工芸・飼料作物、疏菜、果樹、花舟など幅広く栽培され、実験

-実習用等に利用されている点に特徴がある。

このような栽培体系の中で、きめ細かな機械の対応が要求されるため、当グループの3名では対

応する事ができず、多数 (20数名)の技術職員が機械操作を行うことも特徴の一つである。

(2)作業日誌の集計結果

当グループでは、作業管理部新設当初よりトラクタ別使用記録日報(冬期間を除く)によりその

運用を把握している。その記録から99年の4月 ~12月までの月別トラクタ稼働実績を表4に、作業機

llllトラクタ稼働状況を表5・表6fこ、その他機械稜働状況を表?に、部門別トラクタ稼働状況を表8・

表9に、部門別その他機械稼働状況を表10・表11・表12に示した。なお、以後トラクタ名について
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99年トラクタ棺働毘踊

トフクタNO 1 2 3 4 5 6 7 

トラクタ名 MF595 ド6610 MF185 MF3050 F500Q JD1850 FM 

馬力(PS) 95 79 75 69 65 59 42 

月 稼働可能回数 稼働時間 線働日数 様働時間 稼働回数 稼働時間 梅働回数 f事働時間 権働日数 梅働時間 稼曲目数 稼働時間 稼働回数 稼働時間 擁働日数

4月 21 (21】 14.0 (23.0) 5.0 (5.0) '1.5 (1白.0) 2.0 (5.5) (5.0) (1.0) 8.5 (8.S) 2.5 (3.0) 15.5 (7.5) 4.5 (2.D) 4.0 (7.5) 1.0 (2.5) 

5月 18 (19) 31.5 (22.5) 6.0 (4.0) 36.0 (34.0) 10.5 (10.5) (8.0) (2.5) 37.5 (41.0) 12.5 (14.5) 19.0 (14.5) 5.0 (4.0) 32.5 03.5) 7.0 (3.5) 13.0 4.0 

6!'l 22 (22) 42.0 (2.0.0) 9.0 (5.0) 23.5 (20.0) 8.0 (且5) 7.5 (12.5) 2.5 (3.0) 52.5 (50.0) 14.5 (14.0) 45.5 (29，5) 11.5 (7.0) 35.2 (23.0) 10.5 (6.5) 8.0 (3.0) 1.5 (1.0) 

7!'l 22 (22) 7.0 (17.5) 1.5 (4.5) 23.5 (22.0) 6.5 (6.0) 6.5 (2.0) 2.5 (1.0) 14.0 (27.5) 3.5 (6.5) 11.0 (4.S) 3，5 (l.5) 21.5 (5.0) 6.5 (2.a) 7.5 (10.0) 2.0 (3.5) 

8月 22 (21) 8‘o (l4.5) 2.0 (4.5) 11.5 (12.5) 4.0 (4.0) 13.0 (16.5) 6.0 (5.0) 22.0 (33.5) 5.0 (8.0) 4.0 (31.0) 1.5 弘5) 18.0 (ぬ5) 4.0 (8.S) 4.0 (23.5) 1.0 (5，0) 

9月 20 (2.0) 21.5 (l9.0) 5.0 (5.0) 10.5 (2.0) 4.0 (0.5) 5.5 (3.5) 3.0 (1.5) 39.0 (27.0) 11.0 (7.o) 3.0 (1.0) 1.0 (0.5) 10.0 (8.ω 2.5 (2.5) 21.0 (l0.5) 5.5 (4.0) 

10月 20 (22) 8.0 (l1.5) 1.5 (3.5) 6，5 (l喧.5) 1.5 (4.0) 11.0 (10.5) 3.5 (4.5) 15，0 (40.0) 4.5 (8.5) 1，5 {9，0} 0.5 (2.5) 7.0 05.5) 1.5 (3.5) (6.5) (2.5) 

11月 20 (19) 6.0 (22.5) 1‘o (5.0) 6.5 (20.0) 1.5 (5.5) 6.0 (7.5) 1.5 (2.0) 10.0 (23.0) 2.5 (底5) 2.5 0.5 

12月 22 (19) (2.5) (0.5) 

合計 187 (185) 138.0 (150.5) 31.0 (36.5) 129.5 (l43.0) 38.0 (42.5) 49.5 (65.5) 19.0 (20.5) 198.5 (250.5) 56.0 (自且.0) 84.0 (95.5) 23，0 (25.0) 142.2 (l匹目 37.0 (29.0) 57.5 (畠1.0) 15.0 (¥8.5) 

言質4

トラクタNO 8 9 10 11 12 合計 平均

トラクタ名 TL4000 Ll-275 AF-250R GL220 A-15 擁叫 1台当 線働自

馬力(PS) 40 27 25 22 15 613 時間 穣働串 数2巨

月 棉働可能日数 稼働時間 様働日数 擁由時間 搭働回数 稼働時間 稼働日数 描働時間 穣働回数 椋酷時間 穆曲目散 稼働時間 樟働日数 {時/日)

4月 21 (21) 4.0 (18.5) 2.0 (5.0) 3.0 (4.0) 1.5 (1.5) 13.0 (11.5) 4.5 (5.0) 14.0 (l6.0) 5.0 (自5) 17.0 (24.0) 6.0 (6.5) 104.5 {141.5} 34.0 (43.5) 3.1 (3.3) 13.5% 07.3剖 90.5% (81.悶}

5月 18 (1自} 23.0 (11.2) 7.0 (6.0) 17.5 (31.0) 5.5 (8.0) 19.0 (30.0) 5.0 (l2.5) 13.0 (19.5) 5.0 (8.0) 19.9 (14.0) 12.0 (19.5) 261.9 (239.2) 79.5 (93.0) 3.3 (2.6) 36.8% (40.8剖 94.4%{1曲'.0%)

6月 22 (22) 35.0 (¥6.0) 10.5 (5.0) 32.0 (33.5) 9.5 (9.5) 20.5 (27.5) 9.0 (11.0) 10.0 (11.5) 4.0 (5.0) 34.8 (31.3) 15.5 (22.0) 346.4 (277.8) 106.0 (95.5) 3.3 (2.9) 40.2% (36.2剖 100.0% 000.0却

7月 22 (22) 6.5 (8.0) 2.5 (2.0) 14.5 (¥1.0) 4.5 (3.5) 31 .5 (22.0) 11 .0 (9.5) 14.5 (26.0) 4.0 (6.5) 13.0 (6.5) 4.0 (2.0) 171.0 (162.0) 52.0 (48.5) 3.3 (3.3) 19.7% (1自A剖 100.0% (95.5%) 

8月 22 (21) 11.0 (10.5) 3.0 (4.0) 5.0 (5.5) 1.5 (2.0) 24.0 (28.0) 8.0 (9.0) 9.5 03.5) 3.5 {4.0} 20.0 (17.5) 12.0 (5.0) '50.0 (243.0) 51.5 (68.5) 2.9 (3.5) 19，5% (27.2%) 95.5% (見時)

9月 20 (20) 7.5 (25.0) 2.5 (7.01 17.5 00.5) 6.0 (3.5) 10.0 (20.0) 3.0 (6.5) 14.5 (12.0) 6.5 (5.0) 26.3 (30.5) 12.5 (10.0) 186.3 (J田0) 62.5 (53.0) 3.0 (:3.2) 26.0% (22.1%) 100冒0% (田.0%)

10月 20 (22) 10.0 (22.0) 3.5 (6.5) 2.5 0.5 9.2 (17.0) 4.0 (5.5) 16.0 (5.0) 5.0 (2.0) 19.3 (17.0) 7.0 (6.5) 105.9 (170.5) 33.0 {49.5} 3.2 (3.4) 13.8% (18出} 90.0% (81.8叫

11月 20 (19) 5.0 (5.5) 2.5 (1.5) 3.0 1.5 4.0 (16.0) 2.0 (4.5) 16.0 (17.0) 5.0 (5.5) 59.0 (111.5) 18.0 (30.5) 3.3 (3.1) 7.5% (13.4%) 65.0% (94.7削

12丹 22 (1冒} 0.0 (2.5) 0.0 【:0.5) 0.0 (5.0) 0.0% (0.2%) 0.0% (5.3%J 

合計 ， 87 (185) 102.0 (116.7) 33.5 (31.0) 92，0 (95.5) 29.0 (28.0) 130.2 (156.0) 46.0 (59.0) 95.5 (119.5) 35.0 (41.5) 166.2 (157.8) 74.0 (17.0) 1385.0 (1516.骨-}436.5 (482.5) 3.2 (3.1) 19.5% (21.7%) 81.3% (82.1%) 

t、。。ο

指
醐
誌
、
」
ヤ

i
u

連1)トラクタ名は、表1の( )内の略称を使用した ，主2)糠曲目散は‘ 1回の稼働時間3時間以上を1日、 3時間未満を0.5日として聾計

控3)括弧 o内町数値は、前年完舗 法4)綜働可能回数は、期間内の臓員の勤務回数であり、気候条件等を考慮していない.

，主5)1台当綜曲第三合計稼働日数/棒働可能回数xトラクタ台数 注6)様働日数率I之、期間中1台のトラクタでも稽働した日散の値(ただしコンパインを吉む]
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表7 1999年度その他腿係機備状況

舞..名 ，u面白'" "出様働白散 械働問問

続伝礎伺サリ2B【伯ω 17.5 (2'.{1) 56.0 回 ω

鋭Jiitl(iピ升r.f) 2 (!.D) 1.0 ω.5) 2.0 日】

覧燥繍りう{7'-f) 9 他幼 339.0 (437.0) 

g芝"橿(金子短小型 3 位ω 98.0 (120的

動力41&逮1Cll 92 (5.3.0) 58.0 (2A.S) 185.4 何回}

高所作策調区 21 US.ol 22.0 (1，日 82.5 (7Sω 

i主リ寛也隊働臼数とは、ある作家を1日3略期以上行った日を1日.3略間五長調を0.5日として銭針した8.主である.

;t2)指狐 o内の怠鍾は、前年度実繍

竪2笠旦二圭旦主回
穣舗面環仏} 消費信料

297.4 (29~ 針 59.1 (71.31 

10.0 (1.ω3.0  (2.01 
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~" 
1999i!o!lll門前トラクタ.. 鋤状況{大型ト5H+智通3)1¥"fi) 四年4月-992芋""
部門名 分野名 車曲B誼 寛出1壷働自世 樺由時間 浩賢控科

謡物資畳間発揮門 97 (140) 65 (94.0) 247.5 (320.0) 941.4 (1425.6) 

作物栄聾学 ， ，，' (2.0) 3. (4.0) 17.0 (23.5) 

樋物資翠科学部門果樹，麗" " (18) 9 (l2.0) 30.5 (36ω 97.9 (146.6) 

花斉ー温調

喪霊 " (<， (2.0) 15.5 (4，5) 20.4 (11.5) 

主居音量部門 中小京音 79 (62) 53 【44.0) 169.0 (l同五} 82.8.5 (9S9.4) 

大家畜 111 (115) S且(針。) 349.5 (3自5.5) 16且7.1 (1821.0) 

." .. (1) (0.5) (0.5) (3.2) 

A口時叫 321 (344) 224.0 (245.5) 815.5 (891.0) 3598.3 (44(羽田

注""尚喜孝&8:まと'".ある作3誌を183縄問以よ行ったaを1日 3湾問禾"をn'日として集計したg
訟である.

ま"活滋"内の訟健{玄前年，.実.. 

219 1999年"門別トラクタ磁鋤状況{小型HH+8緩3泊。{)) "年41J-991;手"月

分野名 椋量目佐 再出話曜日致| 樟勤時間 i高貴也科

樋明'責軍関晃"''' 119 {14司 75.5 (84.5)! 238.5 (241，0) 454.2 何時"

作物栄築学 " ~" 畠 'n五} 21.5 (33.S) 47.9 (81.3) 

盛掛賀"科学部門果樹，軍票 158 (165) 88.5 (97.0) 210.2 位担Z】 313.7 【317.6】

詑舟・造調 2 2 '" 3.1 

"" " (25) 16 (14.0) 46.2 (34.3) 1但.4 (6!J，2J 

生謹吾遣軍門 中小東畜 " 'G2' "【，'-'】 92.5 (115.5) 176.5 (185.0) 

犬家畜

.，長g 1 。5 0.5 0.5 

合計 382 (415) 223.5 (245.5) 610.3 何回'.4) 1110.3 (1143司自}

;主"算出様畿日践とは ある作震を183跨間以よ行った自を1日 3時簡素震を.5固として."すした臼

"である.

注2)短調。内の"儲{左前年度，，，.

表¥0 1999年=.r，x(その他樋健磁鋤状況(紛うん楓) 99年411-99年""

"'''名 分野名 撞島日註 再出樟量目註 荷量晴朗 消費盟副

壇割貰酒閣発揮11 10 【S】 5.5 【5;' 15.5 【".日} 15.0 (12.5) 

作物援実学 5 m 2.5 (4.0) ι.0 (13.0) 1.1 (13.0) 

撞揖寅..科学.." 畢樹・震" 7 (10) 6 (6.5) 23.0 但1.5) 25.0 (24.5) 

花持・軍国 z (1) (1.0) 2.0 (3，0) 2.0 (4.0) 

養蚕 s (14) 3.5 {7.5J 13.5 (18.5) 13.0 (19.J) 

呈超音産自門 中小東膏

犬家畜

.，来島

合計 30 (41) 1 &.5 (24.5】 60.0 (11.0) 52.1 (13.3) 

i主1)覧""事a陸自践とは ある作窯~183時伺以上行った日を1 日‘ 3時間禾湾を0.5固として震討したa

Zまである.

;t2)揺狙"1'1の慰鍾i三割年忠実.. 
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表11 1999年審門別その他償緩B軍備状況(使処橿) "年4"-四年"月
部門名 分野名 極量回世 樟働時間

植物資翠阿見部門 7 (S)l 2.52..0 (313.0) 

作物栄聾学

櫨物資軍科学部門果樹ー謡菜

花持・適盟

饗"
生理""".門 中小草葺 5 (日 185.0位..."

大震畜

司医務笛

合計 12 (10) 437.0 (551ω 

~1)活型車 O 内の践1>，孟 前年度実績

表12 19拍袋容罫門別その他回優..鑑定実況(遠路調匹。到底所作家Z匹、復切りた刀サ

"厚4}1-99.l:事"月

""名 分野名 醸量自註 再指揮掛目致 書幽韓間

植物資轟陪晃国門 69 【ou， 41 (26.0) 123.5 (87.4) 

作掛果聾学 2 " 
櫨物資"科学揮円果樹，震菜 26 (26) 21 (2o..s) 7<0 σ.a， 

花斉ー追随 7 ， 2n， 

.". " 包} 11.5 (1.S) 42.3 (6.5) 

宝庫膏，."門 中小京高 o. 2.5 

犬家畜

事桟鼠

合計 119 {1回 島0.0 (4主的 :258.9 (l11.S) 

逮""出湯・8訟とはある作家を183ai間以よ行った目を1日 3跨毘未漬を
0.58として東討したB致である.

l!2)揺111"肉の室主僅は "写度実績
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)内の略称を使用する。は表1の(

表4のトラクタ)5IJ稼働時間では、特にlvlF185とFlvlが年間を合計して49.5時間(前年65.5時

と少ないことが示されている。間)、 57.5時間(前年61.0時間)

(1人作業が容易でない)最近の管理作業期間 (5月 ~9月頃)の運用として脱着に手間がかかる

ブームスプレヤをF6610にストローチョッパをlvlF185に装着したままとしていることが多い。また

F1vlは、当農場のトラクタ第l号として1956年に導入後、 8，000時間近い稼働時間を数え、一時廃車

も検討されたが、古いがゆえに構造も簡単で耐久性に富み、現役で耐えうる限り使用するというこ

トラクタの原また、学生実習において、とで現在も軽作業中心に短時間ではあるが稼働している。

型を実物で説明できる観点からも存夜価値が大きい。今後の機械化体系を策定するよで検討が必要

であるが単純に稼働時間だけで計れない面もある。

次に99年の月jJlJ合計の稼働待問、稼働日数、平均稼働時間、 l台当稼働率、稼働呂数率をみる

まず4月は前年と比べると稼働時間-37.0時間、稼働日数一9.58、平均稼働時間一0.2時間、 l台と、

当稼働率ー3.8%、稼働日数率十9.5%となり稼働時間、稼働日数、平均稼働時間、 1台当稼働率が前

「並混・小雨・寡照j上旬強い寒気であった。上旬は気温が低く経年を下回った.4月の天候は、

過し、下旬は、気温が高めに経過したが月平均では平年並みとなった。長期積雪(根雪)の終日は

このため砕土・整地(デスクハロー・と遅かった。(平年値4月18、札幌管区気象台)4月12日

ロータリ)作業の開始は26日となり、 4月中に揺種作業を終えたのは生態畜産部門中小家畜分野

(以後、中小家畜分野と略す)のエンバク・バレイショと植物資源科学部門のパレイショをのみと

なったことなどによる。

5月は、前年と比べると稼働時間十22.7a寺問、稼働回数-13.5日、平均稼働時間+0.7時間、 l台当

稼働率 4.0%、稼働日数率ー5.6%となった。上旬は、連休と58の37.5mmの降雨の影響で作業がで

きなかった。気温は上旬後半から中旬にかけて低く経過し、降水量は、中旬は少なかったが上旬・

このため、中旬にバレイショ・トウモロコシ等播種作業が集中したが、下旬・月合計は多かった。

-播種作業の遅れから稼働時間ほぽ終えることができた。 E宇土・整地(デスクハロー・ロータリ)

また播種適期に終えようと中旬に作業が集中した結果、稼働日数が減少し

平均稼働時間が増加した。

6月は、年間を通して稼働時間、稼働日数、 l台当稼働率が1番高い値を示した。前年と比べると

が前年に比べ多くなり、

「高温・小雨・多照j の天候であったため、牧草の稼働時間が+68.6時間と目立つ。本年の6月は、

生育も良く生態畜産部門犬家畜分野(以後、大家畜分野と略す)の一番草収穫、さらに前年には7

このため前年に比べ稼働時間が増加月上旬になった中小家資分野の一番草収穫も6月中に終えた。

した。

7jjは、前年と比べ稼働時間で+9時間、稼働日数で+3.5臼となるなどほぼ前年並みとなった。 7

「高温・多雨・寡照」中旬以降、高温・記録的大雨であった。 13・14日には、計月の天候は、

一回

91.5mmの降水量を記録した。中小家畜分野の一番草収穫は6月に終えた一方、平年では8月になる

このため稼働時大家畜分野のアルフアルファ2番草収穫が高温の影響で早まり7月下旬に終えた。

-26ー
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問、稼働日数の月合計では前年並みとなった。

8月は、前年と比べ稼働時間です3.0時間、稼働日数で 17日となるなど、前年を大きく下回っ

た。 8月の天候は、 6月以来の高混傾向が続き f高温・並雨・多照J1994年以来の記録的猛暑となっ

た。 このため大家音分野では、 アルフアルファ2番草収穫を7月に終え、さらにイネ科牧草2番草収

穫も高温の影響で早まり上旬に終えた。収量が少ないため刈取り・調製・収穫作業待問も前年に比

ベ少なくなった。 また、前年は植物資源開発部門のバレイショ収穫が20日過ぎから行ったが本年は

9月になったことなどによる。

9月は、前年と比べ稼働時間で+17.3時間、稼働日数で+9.58となるなど、前年をやや上回っ

た。植物資源開発部門のパレイショ収穫開始が9月に入ったこと、例年1O~11月に行う中小家畜分

野・大家畜分野の堆肥散布、 コムギ・エンバク・サイレージ用トウモロコシ後翻場の秋耕を実施し

たことなどによる。

10・11月は、前年と比べ稼働時間で 64.6時間・ 52.5待問、稼働日数で 16.5日・一12.5日とな

った。中小家畜分野・大家畜分野の堆肥散布、秋耕の大部分が9月に行われたこと、前年に比べ育

苗床土の移動などフロントローダ作業が少なかったことなどによる。

表4・表5・表6・表8・表9よりトラクタ稼働の年間合計が前年を下回っていることがわかる。表

4のトラクタ合計稼働時間で前年と比ベー131.9時間となった。要因としては、積物資源梼発部門で

「自動走行トラクタの開発j試験のためダイズ画30aを供するなど作物栽渚のための慣行的な作業

量が減少したことがあげられる。植物資源開発部門の大型トラクタの稼働時間は、前年と比べ

72.5時間(表8)となった。また、農場全体として建物建設のために土地を割愛したことによる殴

場面積の減少も一因として考えられる。

表7のその他機械稼働状況では、動力4輪運搬車の稼働回数・稼働時間が前年の倍以上となってい

るのが目立つ。従来より利用が多い学生・院生の利用士宮加と新たに植物資源科学部門(花芥・造園

分野、養蚕分野)で利用されたことによる。

表5でプラウ、 ロータリ、チゼルプラウ、ハーベスタなど土壊処理をともなう機械類の函積当り

消費燃料(Q/ha)が多い傾向を示している。 これは、当農場がいわゆる重粘土質圏場が多いことが原

因であり、今後の土壌改良が大きな課題となっている。

参考文献

岡村俊民.農業機械化の基礎‘北海道大学図書刊行会札幌.1991

北海道農政部農業改良課:平成12年営農改善指導基本方針.札幌.1999

27ー



.，.... 

教育・研究支援業務

植物資源科学部門・園芸グループ
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概要

園芸グループは技宮7名、非常勤職員3名で構成されている。農場利用計函に基づく

|日園芸第一部(果樹・疏菜)、旧濁芸第二部(花芽・造園)、旧養蚕部、旧農産製造部

の教育・研究の支援を継続して行っていると同時に、!日部以外の農場利用計画、蛋白質

機能工学分野、生物有機化学分野など農学研究科の幅広い分野の研究に，対応して教育・

研究の支援業務を行っているのを特徴としている。

樋物資源科学部門(専任教官2名、兼任教宮3名)と密接に連携して農業実習 Iに係

る議菜、果樹、養蚕、農産加工に関して、直接・間接的に指導するとともに、造園学実

験、生物機能化学実験 I、食と緑の体験演習にも関与している。

年度当初にグループ全体の農作業暦を作成し、隔週ごとにグループ会議を開き作業予

定、共詞作業尽程の確認を行って、業務の円滑化と一体化を計ってきている。

専門性が細分化されている本部門・グループの共同化は多くの難しい問題をかかえて

いるが、グループ代表をはじめとして積極的にこの問題に取り組んでいる。

(植物資源科学部門・主任 佐藤 博二)
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植物資源科学部門・霞芸グループ
農場庁舎南酒場
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教膏・研究支援業務

果樹・諒菜
担当者田村春人中野英樹

概要
農学部の建物に隣接する果樹・競菜園を管理し、果樹・議菜に関する実習および研究を担当するとともに、

教材および実験材料の培養ならびに実験の場の提供を通じて、学科の教育・研究への協力をも行っている。

おもな研究内容

1)野菜栽培におけるパーク資材の利用に関する研究

2)園芸作物栽培におけるAM菌の利用に関する研究
3)アスパラガス組織の凍結保存技術に関する基礎的研究

4)ハマボウフウの栽培化並びに繁殖に関する研究

5)ハスカップ及びブルーペリーの謝凍性並びに生殖賓の凍結保存

6)ホウレンソウの雌雄性並びに大量繁殖に関する研究

国場図
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果樹・議菜

平成11年度果樹・蕊菜農作業暦
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果樹・読菜

9月 10月 111月 要 ヒEー
震

6 10 14 14 17 2211-141422221 5 5 シンクイムシの被害がわずかに見られたが他の病害

ニオドサマたき!i 摘長レジヨ !iふ盤
虫の発生はなかった。また、例年多いカラスの被害は

ユ グ 葉十ア じ奥 まったくなかった。昨年から始めた摘葉では「ふじ」

lロンリネかj 郎トナi収収 「陸奥」への効果は高いが、 「ニュ ジョナゴール
?ラ収ンスみi 収ゴゴi穫穫 ドjではあまり認められなかった。
ク収穫収収収 穫 I I 主な品種の収量は以下のとおりである。
2穫 穫穫穫レルi
4 ドド| 「きたかみJ350旬、 「ニュジョナゴルドJ350 
8 i 収収| kg、 「ふじJ167kg、 「オロラJ180kg、 「サリ
長穫 i 穫穫| ンJ85kg、 「マグネスJ126kg、 「ドーンJ60kg、

「長十郎J55kg。

14 21 15 平年に比べ4日程早い、 5月7日から収穫を始めた。

徐 ロ 支ニ己 収穫主主積は28.1aで6週 (32日間)収穫。

草 葉
タ 整

昨年発生の多かった「シ、ユウシホシクピナヌfハム

理 シjによる被害は少なかったが、収量が年々低下す

( 
( 
る傾向にある。

品 チ 国場の一部にスギナが多く見られることから、園
稜 ヨ 場の酸性化対策が必要になってきた。
保 ツ

存 ノく

園 ) 

) 

27 29 4 定才直1ヶ月後の7Yl下旬の気温が平年に比べ異常に

収収 ノT
高く、潅水量不足による「石灰欠乏症Jが出た。

穫穫 イ
その後も気温が高く推移し「軟腐病Jが多発し、薬

時 フ 剤散布を頻繁に行ったが妨徐できなかった。

調 ハピ 収量にのせた数字は、 「石灰欠乏症jで芯の部分
査 ウニ が枯死し、その後脇芽の成長したものを出荷した量

ス l である。
)V 

除

去

コーンスターチから作られた生分解性樹脂マルチ

(コ ンポ jレマルチ)を用い、ポリ 7)レチとの比

較と分解過程を観察した。

生育・収量の差はなく、雑草予防効果も変わらな

かった。

地温の測定を生育中から収穫後11月中旬まで行っ

たが、差はなかった。

農場実習として、果菜類の播稜・鉢上げ・定植を

f加工用トマトjで行い、セルリーの鉢上げ定植
と、一部リンゴの摘果を担当した。

今年度初めて生命有機化学学科の実習を2日間
行った。 (アスパラガスの収穫、除草)
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果樹・読菜

果樹・競菜資料No.1

事...-

作物名 アスパフガス セルリー キャベツ

種
12 7 そ ※ コ ト (ア

年
年生
の ロロ口

ツ サ i

生 イ也 種
ヰ、 ブ カリ

そ 保
jレ セ とl

の 存 6 フ 示、

1 
他 12.5 10 5.6 15 (a) 

H 9 Jレ

面積a 43.1 (28.1) 4.48 l 

播種星 10me 5me 260粒

石灰施用量kg
。 89.6 20 

10 a石灰施用量kg 200 200 

施肥量kg 227.5 (17-16-14) 73.6 (10-20-10) 10 (15-l3-18) 

7年生 N17、P16、K14

10 a施肥量kg 12年生N10.9、P10.2、K9 N 40、P40、K40 N15、P13、K18

その他N12.1、P14.4、瓦10

6/18ハピエース ze 
除 5/25 DDVP 9回t

草
6/18センコル水 240 g 6/28 オルトラン粒2kg

斉日 6/21ハピエース2.25e 6/30 オルトラン粒2kg

6/21グラメックス550g 7/23 DDVP 200me 

使
7/23エイカロール134me

6/l3 殺 8/5 パダン 150 g トアロ CT 9g 

虫 8/5 アタプロン 75 g 6/13 トクチオン 9me 

斉リ殺 8/24 ベジホン 200me 
6/16 ハクサップ 19 

用 8/24 ニッソラン100g 
ダ

9/2 アクテリック200me7/26 エピセクト 100g 

9/2 オサダン 200 g 
斉リ

8/5 パダン 50 g 

農 5/25ジマンダイセン22.5! 
8/5 アタブPロン 25也t

5/25 ベンレート 9g 
7/23ジマンダイセン334g 

6/13 キノンド-80 8 g 

薬 殺 8/5 オソサイド250g 

吉5 8/5 アグレブト 150 g 7/26 アリジマン 167 g 

弗j
8/24キノンド 80 167 ! 
8/24 スターナ 200 g 8/5 オーソサイド 84 g 

9/2 アグレプト 200 g 8/5 アグレプト 50 g 
9/2キノンド-80 166 g 

収量kg
(正) 408kg 

(露地) 120kg 

(ハウス) 75kg 35玉
(外) 278.5kg (ガラス室)36kg 

※アスパラガス品種保存図15a には7.5kg(N17-P16-K14をl株50g)施肥。

※セルリー4.88aのうち3.68aを化学肥料区、1.2aを有機質肥料区とした。

※セJレリー施肥蚤73.6kgは元肥でN，Kを尿素16kg、硫酸加里14.7kg追想(化学肥料区)。

※有機質肥料区には「クリーンユ キJ(N3%、P8%、K1.5 %)を使用した。

必
は
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果樹・読菜

リンゴ

きニふ

た子じ

きジ、ゴ
吋ユ!

ナル
ド

10 9 6 

18 

そ
の
他

7 (本)

ナシ

ードサオマそ
ユ) ) )グの

1っンリロネ他
7L ンラス

ク3
344635(本)

16.4 

果樹薬剤散布暦

①4/26 リンゴ 500 il 
ダーズパン1000倍

スパγトサイド1000倍

ベンレト200C傍

ナシ 500♀ 

ダーズパン1000傍

②5/18 リンゴ 600 il 、ナシ500♀

トクチオン800倍

アントラコ ル500倍

テデオン800倍

③6/4 リンゴ 600♀、ナシ500♀

アグロスリン1000倍

ジマンダイセン500倍

エイカロール1500倍

リンゴ 600♀、ナシ500il 

100 

60 

。 。

26 (15-13-18) 44 (15ー13-18)

N150g 
P130g 
K 1 80 g 

リンコ。

l本当たり

σ
b
σ
ゐ

σ』o

n
U
ハU
n
u

nu
つ
d
p
o

η
o
q
o
っd

N
P
K
 

ナシ

l本当たり

④6/22 

ダーズパン

トクチオン

アグロスワン

スプラサイド

テルスタ

モスビラン

ミクロデナポン

デミリン
テテ、オン

エイカロール

ニッソラン

ダニトロンF

オサダン

ケルセン

オマイト

500 g 

750me 

600 g 

402 g 

600 g 

150 g 

498 g 

198 g 

750 g 

402me 

300 g 

300me 

600 g 

402me 

798 g 

ダズバン

トクチオン

アグロスワン

スプラサイド

テルスター

モスピラン

ミクロデナポン

デミリン

テデテオン

エイカロール

ニッソラン

ダニトロンF

オサダン

ケルセン

オマイト

500 g 

625me 
500 g 

335 g 

500 g 

100 g 

498 g 

165 g 

625 g 

335me 

250 g 

250me 
400 g 

402me 

665 g 

スプラサイド1500倍

オーソサイド600倍

ニツソラン2000倍

⑤7/6 リンゴ 600 il，ナシ500il 

テルスター1000倍

ダコニール1000倍

ダニトロンF2000傍

⑥7/27 リンゴ 600 il，ナシ500il 
モスピラン4000倍

オソサイド600倍

オサダン1000倍

⑦8/10 リンゴ 600 il 、ナシ600il 

スパットサイド 500g 

ベンレート 250 g 

アントラコーJレ

ジマンダイセン

オーソサイド

ダコニール

キノンド-80

1002kg 

1200 g Iオソサイド
1200 g Iアントラコ ル
2004 g Iジマンダイセン
600me Iダコニール
996 g Iキノンド 80

573kg 

ミクロデナポン1200倍

キノンド 80 1200倍

ケルセン1500倍

リンゴ 600 il 、ナシ500il 

1503 g 

1000 e 

1000; I③8/24 
500me 

913 g 
デミリン3000倍

キノンド-80 120C倍

オマイト750倍

※リンゴは10-15年生のマルパ台で、 10年生マルパ台 (N200、P100、K200g /1本)を基準に、
ナシは25年生以上の成木で、 15年生以上 (N330、P220、五330g /1本)を基準に施肥した。

験勝-ー

-35ー



際F

教育・研究支援業務

花斉・造菌

担当者本田隆俊

1 .概要

花井・造醤分野は、教官3名、技官 l名、大学院生 12名、 4年生5名、 3年生4名で

構成され、花井造閣の研究、実習の教材機関として位置付けられている。 ilii積は 10 5 a 

あり、そのうち 50aはポプラ並木の東側に面し、多くの植裁があり、学生実習の植裁ス

ケッチ、樹木調査、測量、維持管理実習等を行っている。平成8年 10月以後、花木圏と

なり、造園工事が行われた。一般市民に開放し、憩いと植物生態観察、教育研究、学生実

習教育教材としての重要性との格乗効果が簸待される。同時に新渡戸稲造の胸像も建立さ

れ、花木菌にひときわ越が加わり画場全体を静観している。

花子午・造園分野として温室を無視することはできない。古い温室を旧温室、新しい温室

を新温室(世代温室)と呼び、共に農学部裏(西側)にある。!日温室 1部屋(平成 12年

度に解体の予定になっている)、新温室に 2部屋とミスト室に 1部屋を使い、研究、実習

用の植物鉢物を維持管理し、通年播種、挿木、接木、株分け、分球、交配等の繁殖手段、

縞物鉢生態研究教材維持として温室を位置付けている。

国場55aの内、チューリップ、球根類、芝等、維持研究の教材維持として 12 aの畑

を通年使用している。

学生実習は毎週 2@] (火曜・水曜)あり、測量実習、造圏実習、努定(整枝)実習、繁

殖実習、箇場整備実習等、闘場全体(105a) をフルに利用している。

園場全体の維持管理、更新等は、技官 l名(臨時 l名)が分担している。教官の研究教

材、学生実習実技に速やかに対応し、維持研究のサポートをして技官の技術、知識、労働

力も高めるのに役立っている。
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一…同一一…一一一…一一一一…瞬間同鰍吋概問機問問問問問鰯問問期

対
事
・
F

帥
困

作業種目別所要時間

月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 B 月 9 月 10 月 11 月 12 月

1瞳 水2 :4 :4 :4 6 :6 :6 :6 6 :6 :6 :6 6 :6 :6 :6 8 :8:8:8 8 :8 :8 :8 8:8:8 :日 8 :8 :8 :8 8:8 :日 :6日:6:6 :6 4 :4 :4 :4 4:4:4 :4 

スヂンダード口ーズ 4 :4 :5 :5 5 :5 :2 :2 2 :5 :2 :2 :2 :2 1 : 1 :3 : :3 : :3 : '18:4 :4 

薬 剤 散 布 :2 :2 :2 :2 : :4 : :4 : :4 : :4 : 4: :2 : :2 : :2 : 

ダ 1) ヤ 向H :4 :8 :4 :4 : :8 :4 2: :3 :4 4: 

アザレア鉢 :2 : :2 : :2 : 4: :4 4: :2 : :2 : :4 :2 :2 : 

劉 場 鉢 物 :8 : :4 : 3:6 : 4 : 1 : :2 :4 :3 7 :2 :2 :9 

温 2在 鉢 物 12:8 :11:10 10:8 : 10: 16 15:15:15:18 Io:2i 2: :2 : :2 : :2 : :2 : 4 :4 : :4 :2 :4 

倒場 :{E 木 :2:2 : :4 : :2 2 : 1 : :2 :4 

温 室 :2 : :2 :6 :6 

闘場冬聞い 4:10:8:4 4 : 1 : 16: 12: 12 4: 

ノイ パラ畑 : 12: :8 :4 :4 : 

パラアーチ :4 4: 

宿 根 草 5 :4 : :3 8: 

鼠室外整理 4: 4: 

ビニー jレハウス :4 : :2 :2 ; :2 :2 : :5 :2 : :2 :4 : 2; 4: 

幽場除草・草刈り :8 : 16 12:4 :2 :20 2 :8・3: :8: 16:4 20: :6 30: 12:20: 12 8:2 : :3 

ノ4 イ プ 棚 :4 : :4 : 
ノT フ 国 :2 : 2: :4 8 :16:1 :22 4: i 12j12i8 6: .:6: : 12: 12: :4:2 : 

耕転機使用 3: :3 :3 : 

チュ リップ畑 !9j15 18: 15 : 

学 生 実 習 :4 4 :4 :4 :4 4 :4 :4 :4 4 :4 : :4 :4 

デルフイーューム畑

年 草 :4 :2 :2 : :2 : :2 : :2 

国 共 向 : 18:3 ; :6 :2 :15:15:15 12:15:15: 白: :9 : :3 : :3 :2 :2 :6 

養 主主 共 同 :2 : :3 :2 3: :3 :2 3: :6 :2 2 :2 

実験芝・ローン刈り !日: :6 : 6: :6 : :4 : 4: 4: 

Eま 根 類 :4 4: 

生 J:e. 内l り :3 :6 :3 : 

ホ クレ ン
」

:6 : :2 : !日 ι

'---'ー

む。
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花芥・造掴
項目別年間作業

1 Jl 2月 3月 4月 5月 6月 7月 E月 9月 1 0月 1 1月 1 2月

上中 下 上 中下 上中 下上 中下 上|中 下上 中下上中 下上 中下 上中 下上 中下 上中 下上 中下

滋 濯 港 I重港 千草 瀦 耳霊 濯 護 濯 :草 漉 子直 子甚 港 濯 :韮 議 濯 濯濯 濯濯千濯 謹 i濯濯 港港濯 擢濯j草

ホ 水 水 水 水 水 7)( 水 水 水 水 水 水 水 水 水 7k 71< 水 水 水水 水水 水水水 水水 ホ ホ水 水 水水 水

ijl .， . . ， . . . . ，. . 
徐除 徐 除 除 除 除 除ピ ピ徐 除徐 除除

草草 草 草 草 草 草 草一
草草 草 草草

. ，. 

室 薬 喜5努 除 薬 ノレ 薬 ノレ 薬 薬

再J定 定 雪 剤 取 再j張 車リ 剤

散 除 散 り 散 り 散 苦主

布 高ヨ 布 布 布 布

ス 調 調 調 努 調 自 間 薬 9.!) 提 薬 努 薬 果 麗台 穂 挿

タ
査 査 査 λ{ と 査 定 場 再l定 再i 剤 兵{と 再l 剤 場 木 木 木
L〆

ダ
土日 数 散 散 散 散 土田 採 採 挿

I脇 脇 脇 脇 植 布 布 布 布 布 寝 集 集 し

ド芽 芽 芽 芽 せ 貯 貯
ロ

i取 取 取 蔵 蔵

ズり り り

詮 ぷζ 5主鐙 薬 薬 株 中 楽 追 薬 薬 5国 石 主

ノ、 器亘 思 第 n!:; 剤 剤 てF 莞 弗j1己 剤 斉'I 立3 灰 回

剤 し、 定・ 教 散 ノレ 定 散 散 散 定 黄 し、

フ
散 取 除 布 布 J プー 布 布 布 合

閤 布 り 草 剤

徐 除 除 除 除 除 徐 除 散

草 草 草 草 草 草 草 草 布

花 花 花 耕 ロ耕 生 花 ロ ふ二←三 ロチ エノι フd ーロ生 二三 フJ ーチ 花

木 木 木 転 !転 垣 木! 土亘 ニユユ l垣 コ ユユ 木

校 技 校 機 ン機 XII 5与ン メせ ン III iン刈 ト! l枝
鴎

切 切 切 使 XII 使 定 メ'I メ1Iリリ リメ'I ラ リリ 切

。 切り 用 用 ツツ ツ 使 ツツり

場
プ プ プ 川白3 プ プ

揺 抱 提 権 植

ま量
り哲り 込 込

み み
持

濯 ;韮 ?曹 ?聾 濯 滋 }韮 海 濯 }聾 濯 j韮濯 i草i韮港

フk水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 71< 水 オに
管

. ，. .， . .， . . ，. . ，. . ，. 

除 徐 除 徐 除 徐 除 除 除 徐 除 除 除 徐 除

理
草 草 草 草 草 草 草 草 草 草 草 草 草 草 草
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花子ヰ・造園

2.  雀見室量tJ=日ゴヒプブ茅FL杭重量今勿

〔花木類〕

カマクラヒパ テマリカンボク レジノサマツ アカエゾマツ

カナダトウヒ ホウノキ シラカパ ケヤキ

シノブヒパ メギ プンゲンストウヒ シナノキ

モクレン パルサムモミ ポケ アメリカキササギ

セイヨウアジサイ ヤマモミジ ユリノキ カラマツ

ゲルニカトウヒ ハンノキ ハノサイフリボク コントルータマツ

カシワ オンシュウアカマツ ヒノキ トチノキ

モミ トウヒ ハルニレ ニセアカシア

イチイ ライラック コプシ コデマリ

ハナカイドウ ハナミズキ アーノルドサンザシ ツゲ

ハシドイ カルミア ノイ J'Iラ ハマナス

エリカ カルーナ ミヤギノハギ イボタ

サイカチ タラノキ スモモ シダレカツラ

トネリコ ニシキギ クヌギ ヒュウガミヅキ

ヤマポウシ ノリウツギ アカナラ ハクウンポク

ぺニシダレ ヒッコリ アカシダレ ムラサキヤシオ

カツラ フジ ノ〈ラ ラベンダー

ムクゲ フヨウ スタンダードローズ

学生実習では努定(整枝)、測量、デッサン、刈り込み、挿し木、耳元り木、接木、花木

の植え替え等の基礎知識と実技等を行う。技官による実技指導と維持管理(台木養成、除

草、技切り、薬かけ)をする。

〔宿根草類〕

スイトピー

ナデシコ

ヘメロカリス

エーデルワイス

ツリガネソウ

ミヤコワスレ

ノコギリソウ

シュウメイギク

デルフイニューム

フロックス

モスフロックス

ルピナス

ヒマラヤユキノシタ

リンドウ

マーガレット

シャクヤク

カンゾウ

シユッコンスターチス

アスチルベ

ギポウシ

マツバボタン キク

リアトリス ジキタリス

オダマキ シユッコンカスミソウ

アカパナムショッケギク

学生実習では株分け、移植、種子採集等を行い、技官による実技指導と維持管理(除草、

薬かけ、移植、交配)等を行う。
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花子守・造園

〔球根類〕

チューリップ オーニソガラム アマドコロ ダイヤモンドリリー

グラジオラス クロッカス カラー アネモネ

ウンベラタム パランサエ タイガーフラワー ヒメノカリス

ペニヒメチョウチン オキザリス ベルセミア シクラメン

フリージア クロユリ ユリ レインリリー

ヒヤシンス スイセン ダリヤ ガルトニア

ムスカリ イヌサフラン ジャーマンアイリス アンスリューム

スズラン ムラサキラン イキシヤ ラケナリヤ

ロドフィアラ スピロキツネ ホメリア スルソイデス

ハヤサキグラジオラス

学生実習では花芽分化観察、分球繁殖、燐片繁殖、速成栽培、組織観察、デッサン(ト

レース)、交配等を行い、技官による技術指導及び維持管理(除草、クリーニング、憶え

替え)等を行う。

〔一年草類〕

学生実習の播種テーマによって品種が定まり一年草の追跡調査、観察、デッサン等を行い、

妓宮は土境作り、耕宏、播種迄り一連の技術指導と維持管理(潜水・除草 薬かけ・採集)

等を行う。

〔混室鉢物〕

ヘリオトロープ アジアンタム インドゴムノキ キョウチクトウ

プリムラ クリビア ハイビスカス アリストメリア

オリズルラン アガーベ プーゲンピリア アイピー

クラスラ セントポーリア アザレア ペペロミア

マツバギク アオキ ベコニア ユーコミス

カランコエ アナナス カポック オモト

クジャクサボテン アラリア ゼラニューム 洋ラン

サボテン ホクシヤ ベラルゴニューム ショウジョウフクシャ

スタンダードローズ

学生実習では交配、挿し木、株分け、植え替え等を実習し、技官による実技指導及び維

持管理(薬かけ、除草、鉢替え、更新)等を手掛ける。
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花升・造園
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教育・研究支援業務

養蚕分野

担当者・斎藤寛・山田恭硲

概要

(l)はじめに

当分野の技宮2名は、大学院農学研究科応用分子昆虫学分野(教官4名)の研究と密接に関わって研

究支援業務を行っており、 主な業務内容は家蚕の系統維持、家蚕の大量鰐育、学生の農場実習、天蚕

の大量飼育、桑調の管理等を担当している。

(2)本年度の研究・教育および技術官の業務内容

①家蚕に関する研究

カイコは、絹生産のために飼育されるほか、実験昆虫としても有用であり、他の大学や研究所で

も鰐育されている。近年のカイコの利用としては、シルクがフィブロイン・タンパク質とセリシ

ン・タンパク寅であり、アミノ重量配列に特徴があることを利用したシルクのコンタクトレンズ、シ

ルクゼリー、シルク化粧品等の照発も行われ実用化されている。また、バイオテクノロジーの研究の

中からカイコを有用タンパク紫の生産工場にするため、病原ウイルスを利用する方法が考えられて

いる。中でもインフルエンザワクチン、インターフエロン、インシュリン等の医薬品をカイコに作ら

せる研究が進んでいる o

カイコは系統的には、支那種、巳本種、欧州種等に大別され、 l年間に繰り返す世代数にl化性、 2

化性、多化伎に区別され卵で越冬する。また、幼虫期の日民性により3娘、 4眠、 51民等に分けられる

が、普通の種類では41漢である。幼虫は、 4回の脱皮を繰り返した後、吐糸してマユを作る。カイコ

は、卵期106、幼虫期20~25 日、踊期1O~25 日、成虫期5 日と進みそのサイクルは、 45~506程度

で一生を終える。幼虫期は、 1~3令まで稚蚕期、 4~5令の1士蚕期に区)5IJ され、一般農家では稚蚕簸

は共問飼育(特に人工飼料を用いる)、 1注蚕期は条桑飼育で飼育管理するのが普通である。こうして

得られたマユは、乾燥して保存され適宜繰糸されて生糸となり、さらに絹織物として加工される。

当分野では遺伝、生理、発生、病理等の実験材料として5月下旬から1年に3世代にわたって飼育実

験を行っている。

おもな研究内容としては

1)家蚕の遺伝・育種に関する研究

2)家蚕の発生に関する研究

3)家蚕の突然変異に関する研究
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養蚕

4)家蚕の細菌病に関する研究

5)家蚤のウイルス病に関する研究

6)家蚕の人工鰐料青に関する研究

7)家蚕の量遺伝子に関する統計処理学的研究

家蚕に関する技官の業務内容

飼育実験作業計画の立案、

家主まの系統維持、家蚕の各種遺伝形質の確認、飼育、採種、

倍数{本の誘起、微粒子病母蛾検査等

②天蚕に関する研究

天蚕は、年一世代の生活サイクルをもち、卵で越冬する。本道では、 5月下旬~6月上旬にかけて

コナラ類やクヌギなどの菜を食べて成長jJl字化させる。幼虫は本道にも多く自生しているミズナラ、

し、 7月下旬~8月上旬頃菜を綴って樹上に緑色のマユを作る。マユの中の婦は高温期の夏を休日民

して過ごし、秋風の立つ8月下旬~9月上旬頃羽化の最盛期を迎える。羽化した雌蛾は交尾後(夏眠)

すぐに産卵を始める。

このように天蚕は、夏と冬を休摂して過ご生まれた卵は、冬の休綬に入り翌春まで目際化しない。

し、臼本の気候に適応したライフサイクルをもっている。

当分野では昭和50年代終わりから、天蚕の飼育試験が開始され飼料樹の育成や栽植法、仕立法の

調査や野外飼育システムの開発および新しい採卵法の検討をすすめると共に天蚕の大量飼育が行わ

i
 

「エメラルドグリーンj系統が発見されその遺伝分析や継代れ、その過程で突然変異として新繭色、

維持を行っている。

おもな研究内容は

1)天重量の大量飼青に関する研究

2)天重量の採卵法に関する研究

3)天蚕の飼料樹に関する研究

4)天蚕の人工飼料育に関する研究

天蚕に関する技官の業務内容

飼育実験作業計画の立案、

卵の水洗い、消毒、催青、室内飼育(:2令2日目)、放飼(野外飼育)、病害虫紡除、

人工館料の検討等収縮、除菜、乾綱、短日処理、採卵、卵の秤量、
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養蚕

③桑樹に関する研究

クワならびにナラ類はカイコの飼料樹であり、カラヤマグワ、ヤマグワ、ロソウの3系統が知

られている。また、ナラ類は天蚕の飼料樹でミズナラ、ユナラ、クヌギ等が代表的なものである。

これらの繁嫡は実生、さし木、とり木、後ぎ木によって可能である。仕立は根刈、中刈、高刈等が

あり、切り方によって拳式と無拳式がある。

当分野では210aの圏場で桑の用途別桑園と天蚕の飼料樹のミズナラ、コナラ、クヌギ等を栽

培管理している。春蚕用桑として耐寒性品種、五郎治早生を栽埼し、特に春稚蚕用桑はビニールハ

ウスで促成栽培している。夏秋蚕用桑としては、童日持を中心l之、その他11品種を栽培している。

見本圏には、主に23種類の耐寒性品種を栽植している。また、試験桑園では生育調査、古条マル

チングさし木、仕立法、収穫法とナラ類の病害虫防除の農薬試験、さらに桑恩管浬作業の効率化、

省力化も図っている。

おもな研究内容は

1)耐寒性優良桑樹育成に関する研究

2)桑樹の更新に関する研究

3)天蚕の飼料樹の繁殖法に関する研究

4)積雪寒冷地における桑樹の仕立、収穫法に関する研究

桑樹に関する技宮の業務内容

試験調査計画の立案桑国管理

努定、首木育成、病害虫妨除、仕立法、収穫法等

④畑作物害虫防徐に関する研究

1)マメコガネの微生物的防徐に関する研究

⑤学生実習

1)家蚕および、野蚕の飼育方法の概要

2)家蚕の飼青実習

3)天蚕の飼育実習

4)桑樹の仕立法の概要

5)桑業の収穫実習

実習に関する技官の業務内容

桑の仕立て、収穫法等の技術指導等
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春稚蚕専用条・ナラ国

(5a) 

No.l 

春蚕専用桑底

(19a) 

210m 

No.4 

天蚕飼育用樹園

(21a) 

桑園略図

No.2 

春蚕専用桑園

(l5a) 

養蚕部

;

園

A
W

J

川
苗

U

N
育

(

2 

108m 

No.5 

夏秋蚕兼用桑園

(39a) 

見

本

薗

NO.3 

春秋蚕兼用桑圏

(l3a) 

4封155m 特

外部への教材等提供および見学者

利用者 包的 品目

札幌市教育研究所
教材として カイコの種紙 500頭/枝x21枚
(札幌市立小学校及、幼稚園) <10.500頭)

北海道開拓の村
飼育展示 カイコの種紙 50口頭/枚X6枚
飼育の指導(年2回) (3.000頭}

ひまわり文庫、森の子どもの村 教材、飼育の指導 天蚕卵 50口組

遺伝子研究施設 実験用 交雑種 (5令起蚕)4.500頭

新μ1，号校 高校生の実験のため カイコの種紙 (2銭分}

福島県天蚕村おこし事業協会 飼育、展示用 天蚕卵1500組、天蚕葡2000舷

その他の見学者 50名
L-

平成11年度資料

表l

3 

使用農薬

除草剤 殺虫剤 殺菌剤

シマジン位~J ディプテレックス乳剤 トップジンM
カソロン粒剤 キルパール渡部l トリフミシ

マイゼット マラソン乳剤

ラウンドアップ DDVP 
MCPP 
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養蚕

表3 原種i生状表

品種 卵色 幼虫形質 備考

A 主畢 仏系) 形蚕(+P) 赤熱系 卵色 A系図定

b 淡藤 (b系) 形蚕(+P) 青系 卵色 b系扇定

5 桜 (S系) 形蚕(+P) 泊系 卵色 S系固定

r巴2 濃赤 (re) 姫蚕(p) 赤卵系鮮化不良

re3 中濃赤 (r，巴) 累縞蚕(pS) 4眠時加湿

re9 淡赤 (re) 黒縞蚕(pS) 4眠時加混

re9(sib) 淡赤 (re) 黒縞蚕(pS) 4眠時加湿

Cre 濃赤 (re) ♀暗色 ♂姫蚕 限後セーブル滋に近い

HY 黒 E音色(p'''り油系黄血 赤蟻(ch)

rw1 ピンク (re 姫蚕(p) r巴9より淡

rw2 自 (pe) 形蚕(+P) 泊系 完全自卵

SSY 黒 濃黒縞蚕(pS) 蚕卵やや不良 4Q民持加湿

2e 黒 早限性虎蚕(2巴) ♂姫蚕 E畏性ゼブラ

B 援策 (W2) 姫蚕(p) メラニン(日出合 赤蟻(ch)

日124 黒 形蚕(+P) DNVl(nsd-l) 伊那株に感受性

支124 黒 姫蚕(p) DNV2(pnd…2) 山梨徐に感受性

支108 黒 姫蚕(p)

Tw1 自 姫蚕(p) 第二白卵 赤掻(ch)

Twl(sib) 白 姫蚕(p) 第二白卵 赤蟻(ch)

ほまれ 黒 ♀限性形蚕T(W:2)+P ♂姫蜜

※その他、倍数体を含む実験用品種約60種
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表4 小学校飼育教材用および開拓の村(展示、飼育)蚕品穣一覧

注:

実験区名 クロス 主な幼虫形質 繭色 F2卵色

TE Tw1XEQ 姫蚕、伴性長節 自 b:r:w=9:3:4 

TN Tw1XNo 姫蚕、伴位泊 黄 b:w=3・1

TP Tw1XPb 形蚕 白 b:w=9:7 

TR Tw1XRo 黒縞蚕 白 b:r:w=9:3:4 

TO  T、;v1XOt1 暗色蚕 黄 b:、;v=3: 1 
'--

伴性長節. 腹部第1，2環節が長くなる(織のみ、雄正常)

伴伎i由: 皮膚が透明、血液の循環が観察可能(雌のみ、雄正常)いずれもl代雑種 (Fl)で同系交配

すれば表のような卵色分離がみられ、幼虫斑紋や磁の色に特徴があり、丈夫で飼いやすく、

児童置の飼育教材には適当である。

遺伝子実験施設および開拓の村 (2回目)
交雑種(錦秋x鑓和)

表5 天蚕飼育結果

継代維持

卵量(粒) 車字化数 放飼月日 交配裂式 放飼数 集蔵数

6月78
NG 

648 
2000 1802 6月148

(ノーマルグリーン)
277 

6月18日 615 

合計 1540 1346 

6月78
EG 

1081 

2000 1824 6月14日
(エメラルドグリーン)

259 

6月188 224 

合計 1564 1315 
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養蚕

月
一
日

要旨

当グループでは、担当分野間の共同作業

を進めている。このため桑国管理では、

作業時間の平準化・効率化を図っている

大型トタクタ (40馬力)による管理作
業に対応するために栽櫨様式の変更と排

水機能の改善を計画し、今年度は、抜緩

とNO.3ふ6号桑恩の暗渠を実施した。

第1回目の飼育実験(原種18品種、実験 i
用品種30種)は、 5月26から6月2自にか
けて掃立て、発育経過も瀬識で6月18日か
ら6月26日にかけて上主主した。また、交配
実験、採卵も7月11日1:::終わり飼育成績も
良好だった。

第2回目の飼育は、 7月16Bに始まり8月
10日に上笈した。今年は、夏季に猛暑に
見舞われたために経過が不揃になったが

飼育成積は平年なみだった。

第3回目の飼育は、 9月4自に掃立て、 9

月28Bに上銭したが鮮化、毛振率も不斉
一で桑裏白渋病による生還障害も若干見

られた。

今後は、夏秋蚕のような高温待におい

て防暑対策に留意し、飼育密度の適正化

、桑不足さらに飼育環境の改善を図りた

6月2日に、約4000頭を掃立て3令3日目
迄室内育した。その後学生実習で野外ハ

ウスに3000頭放飼した。 7月16日頃から
結繭が始まり7月29Bに収諭した。採卵も

8月25日から始まり9月13日に終了した。
放館日を5日伸ばしたことにより収藤率
も高かった。また、飼料樹の生育も旺盛

だったことと、さらにトレンチャーでハ

ウスの局留を幅10c皿深さ15cmの講を堀り
ネットの裾を土中に埋めることで、害虫

や鳥などの被害が減少し、錦育成績も極

めて良かった。

:3月

i春
i切
;り

: !)s 
j調

i査

: !is 
Z議

:査

「
E
f
:

採

種

エ
族

収

嫡

桑

建

家

蚕

管

濁

消
毒

天

蚕
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教育・研究支援業務

農産加工

1.概要

担当者中野英樹

当分野は、生物資源の有効利用という観点から、農作物の加工と貯蔵に関する実習教育を行うとともに、

生物有機化学的手法を用いて、農産物の有効利用を図る基礎的研究(農産物の機能性物質の検索、農産廃棄

物の有効利用等)を行っている。

本年度は、学生実習では1年生、 3年生を対象に、余市果樹園で生産されたリンゴを用いて、リンゴジャ

ムの製造を行った。農産加工関係は、当農場の生産物を原料とし、学生実習(植物資源開発部門担当)で栽

培した加工用トマト使用のトマトジュース、従来より継続的に行われているブドウ液、リンゴジャムの生産

を行い、草署員に払い下げしている。また、リンゴが生食用として一般家庭では、あまり消費されなくなって

きており、また、好まれるリンゴの品種が変ってきている。そのため、当農場で生産されるリンゴの一部品

種に、払い下げづらい状況がでできていることから、その有効利用法の検討として、ジュース、ジャム等の

試作を行った。農産物の機能性物質の検索では、ハスカップのアントシアニンに注目し分析を行った。

2.農産加工実習室保有主要食品製造機械類

名称 製造所 購入年 備考

二重釜 北海製綾 2台

ジュースエキストラクター 精研舎 1974 

合成調理器(スライサー) 日本調理器製造 1972 

遠心機 国産遠JL'機 1979 

球根事j皮機 日本調理器製造 1973 

11 日本調理器 1995 

フライヤー Tanico 1993 2合

シーマー 北海製緩 1960 

自動真空包装機 東静電気 1990 

撞潰機 1973 

除梗機 GUBEUI NICOLA 1990 仏製

ウルトラフィルター ミウラ化学装置 1966 

レトjレト 北海製縫 1985 

ボイラー 荏原製作所 1985 

電動ブラシ 1978 

クラッシャー 橋本缶詰研究所 1999 

油圧スタッファー 大道産業 1999 

煮沸式消毒槽 Tanico 1999 
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農産加工

事

務

室

倉

庫

3.農産加工実習室機械配置図

七白日日正与五0正円二j
EE-ハノ遠心り成調理主主いまシンクー〕

由工包註±子
'l---/凶~í実存否寸 流し台 電動ブラシ

γ菅
E
i
t
j
e

:生物資源科学科3年生
.農業経済学科3年生，他学科3年生(選択)

4.実習内容
農場実習 I

対象 6月14日 (13:00-15:25) 
6月16日 !J

食と緑の体験演習

対象 6月16日 (16:30-18:00) -全学l年生(選択)

内容 リンゴジャムの製造:果実中に含まれるぺクチン質 (0.5%程度)が、果実中に含まれる有機駿
よって適当な酸度 (pH2.6~3.5) と糖度(60~65%) によってゲル化する佐賀を利用して製造するも

のである。実際には果実に穏や有機酸を加えて、煮熟・濃縮しでつくる。リンゴジャムでは、原料用の

品種は酸含量が高く、香気に優れ、肉質のしっかりした品種、例えば車工玉などが望ましい。果実は適熟

果を使用し、選果・洗浄後、君l皮・除芯を行い、熱破砕して裏ごしする。果実のpH、糖度を調べて酸
味料、砂糖を添加する。二重釜で目標糖度になるまで煮つめる。実習で製造するジャムは裏ごし工程を

省略しブレザーブスタイルのものにした。リンゴの品種はふじを用いた。食と緑の体験演習は蒸気供給

時間帯に行われないため、スライスまでの前処理のみとした。

リンゴジャム製造工程

ソ+水令剥令除+計令さ.加+加一一争充+製
ペ涜皮芯量フ糖熱レ汁て品
ゴ ・ イ ・モ添ん

分 ス 濃ン加
言語 縮

5.研究課題
従来より行われている研究テーマは下記のとおりである。

.農産物の機能性物質の検索

・農産廃棄物の有効利用

その具体的内容

紫米色素の基礎研究と有効利用開発

赤米の抗雑草位、抗酸化性物質の検索

リンゴ、ブドウ、ナシの加工利用開発

植物病菌の生産する生理活性物質の検索

ホップのフラボノイドについて

アスパラガスの有効利用の開発

ブルーペリー、ハスカップの抗菌性、抗酸化1宝物質の検索

-53ー
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農産加工

6.主要作業麿

i¥ 6月 9月 1 0月 1 1月 1 2月
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7.各作業工程
トマトジュース

ト+水+破事F 搾+調令殺...充+製
洗砕汁合菌て品
ト ん

生産量 :100，0 

本年度使用した品種

: KRN2011 

ブドウ液 生産量:300，0 

本年度使用した品種

:キャンベルアーリー
製
品+
 

充
て
ん
+
 

オ
リ
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き

+
 

皮
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1月 2月

1112 19 

リリ リ
ノノ ン
ゴゴ ゴ「
ンン ン
ユヤ 二工

lム
ス ス

23 
/¥ 

ス .. ， 
カ
ツ

プ
分
析

7 
作業
業務 且・

計報
画告
作原
成稿
作
成

作業工程つづき

験蜘九一

リンゴジャム

工程は実習のジャムに向じ

リンゴジュース

生産量:100kg 

本年度使用した品種

:紅玉

デリシャス

リ+水+撃事惨搾+事争調争充令製
/苦苦心、汁心味て品
コ !u

分
寄IJ

55 

3月

本年度使用した品種

:紅玉

ニュージョナゴールド

王林

農産加工
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教育・研究支援業務

妥デミT行予畏桔tUi罰
堀慶孝、生田稔

1.概要

位置は札幌市の西、約60krnの余市町内に所在し、 JR余市駅から2krnの距離の余市川

流域の平地にある。年平均気温はおよそ8.C、最高気温は30.C、最低気滋は 15.C、

降水量は1200mm前後、積雪は1. 2m位である。

本原は大正元年 0912年)、東北帝国大学時代に、果樹栽培の適地において、果樹

に関する研究と果樹園経営の教育を行うことを目的として、余市町山田村に設置され、余

市果樹園と称し、農場長の管理下に置かれることになった。

当初の用地面積は明治45年に余市町から寄付された26a、東北帝国大学所有の公債

証書との交換により町から取得した40aのほか民有地190呂を購入し、計2. 6 h a 

であった。その後、国有地の所管換えと民有地の購入によって約4haとなり、更に昭和

46年に隣接の民有地2haを購入して現在の面積は約6haとなった。

人員は当初、看守者1名のみであったが、その後専任職員が2名になり、更に教宮2名

と事務官1名も配置され計5名となった。しかし、定員削減が実施された結果、現在は技

官2名である。
研究・教育面では、リンゴの省力化栽培及び、わい化栽培、果樹園雑草の生態、 DNA

分析によるリンゴ属植物の生科学的マーカーの確立に関する研究、果樹遺伝資源の凍結保

存、リンゴ腐らん病防除に関する研究(実態調査、組織・細胞学、 AM菌の利用等)が進

められ成果が発表されている。

2.研究および学生実習

夏期実習

1泊26の日程で、リンゴ、梨の摘果、ブドウのジベレリン処理及び誘引作業、農薬散

布実習の他、余市町園芸試験場、近郊題芸農家の見学等を実施している。

(平成11年度は生物資源科学科23名)

収穫実習

リンゴ、ナシ、ブドウの収穫

(平成11年度は生物資源科学科27名、農業経済学科10名、応用生命科学科1名)

(1)リンゴ腐らん病発生状況の調査(腐らん病援病樹における援病部位ならびに内部組織に

ついての調査)および、リンゴ腐らん病防除に関する研究

(2)リンゴ果実みつ症に演する研究

(3)プロトプラスト由来のブドウ植物体の形質調査

(4)小果樹の栽培技術院発と果実の有効利用

ハh
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余市果樹鴎

FEj2233514 

ブドウ

「品種

L 一一一一一一
iデラウエア (6 3ai 332i 279j O 
キャシベルアーリー 9.3al 1， 0241 490; 500 

iバッフアロー 10.2ai 12 10i 

)スチューベン i O 2a j IO 1 71 O 

一一一一一一一一ァ一一一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一寸一一一一一一一 一

|合計 ;16a !137U  7861 500 

ナシ

|作付面積|粗生産量憎)出街量 (kg

ι一一一 一一一一一一一一一日予一 一ーやー←一一一一一一一一一一一一一令}一一

iパートレツト 1. 5a 275 21 

1ブランディワイン 2丘 382: 27 

1 ヒメンコ 10.5ai 1621 12 

!身不知 ; 三斗 3，560 3， 14 

i 合計 35丘 4， 379 3.76 

L一一一一一一一一一 」 ー」←一一一一一 一一一」一一一一一一

品種

その他

実験供試量、学内外払い下げ以外に全く商品価値のないもの(虫害果、変形祭など)は

苫小牧演習林では野鳥に、北大構内では小動物の給餌に役立てられているの

昨年は、おととし 11月中旬の雪害(倒木、枝折れ)の影響でリシゴの収量が大幅に減

少した。また、夏は記録的な猛暑であり、ブドウ、ナシは平年より高品質、多収量であっe

た。しかし、車』になっても昼夜の寒暖の差があまりない日が続き、会殻的にリンゴは着色

不良果、小玉果が例年より多く感じられた。

今春から当果樹園沿いの道道然別余市線で歩道工事の着工、河川敷地では遊歩道工事

(いずれも予定)で合計24aが割愛になる。

ハスカッフリま苫小牧の勇払原野で採取した100株を植栽し、ブルーペリーはバークレ

ー、ジュン、ブル レ一、ウェイマウス、ペンパートン、コどル、ブル クロップ、ラン

コーカス、ル ベルの9品種60本を植栽している。

57ー
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教青・研究支援業務

-畜産グループ生態畜産部門

《概要》

技術部畜産グループは技官 11名で構成され、以下の教育研究支援業務を行ってい

る。すなわち、約35haの濁場を管理し、牧草、飼料作物の栽培・飼料調製をおこな
い、それらを利用して乳牛 (50頭)、馬 (1頭)、騒馬 (3頭)、豚 (45頭)、鶏

(500 5J5J)およびめん羊 (8頭)を飼育している。さらに、生産された家畜・家禽お

よび牛乳を利用した食肉製品や乳製品の製造を行っている。

教育研究部生態畜産部門(教官5名:専任 2名、兼任 3名)との密接な関連のも

と、 「土~飼料~家畜~糞尿~土」のサイクルを重視し、土地と結びついた家畜生産

を追求するとともに、家畜の生産から加工までを一貫して担当しているところに本グ

ループの特徴がある。このように豚、鶏などの単胃動物も含めて土地利用型家畜生産

を展開している例は全国の大学農場の中で唯一であり、また食肉および乳製品製造に

関するパイロットプラントとしては、国立大学はもとより私立大学や鈎の試験研究機

関の中でも最も優れたものの一つである。その中で、技官は単なる生産・飼育・製造

業務に携わるのではなく、学生、大学院生の実験実習および研究における実際の生産

現場における技術的アドバイスおよび指導を行うといった重要な任務を担っている。

今年度は、農学部、獣医学部および低温科学研究所から申請のあった26件の研究課

題を担当・支援するとともに、農学部 (7科目)および獣医学部 (3科目)の実験・

実習、さらには全学教育科日(l科白)の一般演習を担当した。

畜産グループが担当する罰場と施設は第一農場と第二農場に分散していることや

業務内容が分野によっては大きく異なること(家畜・園場管理と食品製造)等から、

本年度は実質的には中小家畜分野(技官 :4名)、大家畜分野 (4名)および畜産製

造分野 (3名)に分かれての作業体制であった。また、動物の飼育管理している以上、

その業務は 1日の中断も許されないことから、休日(土、日曜日、祝日、年末年始)

の業務は、技官、関連教官のローテーションによる日直体制によりカバーしている。

将来的に予想される定員削減に伴う畜産グループとしての業務の再検討、共同作業の

あり方については来年度の大きな宿題である。

なお、今年度は第二農場内に「北海道産学宮協働センターJ (30a)が建設された。
鴎場面積縮小による粗飼料生産の減少、それらに伴う家畜銅養頭数の減少など、来年

度以降の教育研究への影響が懸念される。
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教育・研究支援業務

中小家畜分野
原忠誠 原田進

大嶋栄喜 綴屋洋人

中小家畜分野は、豚・鶏・馬.~電馬を飼育している o さらに、家畜飼料作物(玉濁黍、馬鈴響、小麦

、燕麦、牧草、南瓜)を栽培し、それらを家畜の飼料としており、 「土~飼料~家畜~排池物~土Jの

サイクルの中で、一貫して土地と結び付いた家畜生産を行っている。主として、中小家畜・家禽の館養

管理と飼料生産の実習、ならびに、家畜遺伝・育種・繁殖学的研究に利用されている。

本施設(家畜・園場)は、専任教官1名、技宮4名、および関連教室によって管理・運営されている

。畜産に関する学生実習に大きな役割を担っており、毎年多数の学生実習に利用されている。この実習

は、音産学科、獣医学部、学内の学生を対象としている。たとえば、獣医学部学生対象の実習では、衛

生管理面に、学部学生、その他の学生には、一般管理の基礎に重点を遣いた内容の実習を行い、対象と

する学生に応じたメニューを考え、実習内容を工夫している。特に畜産科学科学生を対象に行う家畜生

産実習では、春期から冬期(通年)にかけて毎週 l回、各家畜ごとに班に分かれてロテ…ションを組み

、各家畜の基礎的な錦養管主主を学生に身を持って習得してもらう。また、春期から秋期にかけて飼料作

物臨場では、徐草、牧草収穫、馬鈴薯i佼簸等の実習が行われ、後期には、約半年間の養豚実習を行って

おり、実習時跨内外に畜産科学科2年目が毎日、朝・タの仔豚の育成管理と飼料自己合などに取り組んで
いる。

l 学生実習内容

j)獄

。繁殖管理 分娩予知、分娩介助

穣付けi盛期の判定
人工授精(採精、精液性状検査、精液注入)

O衛生管理 疾病の予坊、寄生虫の駆除

ワクチン接種

消毒

。一般管理 種豚、肉豚の体型評価

仔豚の育成、肥育(離乳、去勢、耳刻入れ)

日常管理(豚舎、豚房の清掃管理、堆m，:場・放飼場管理、飼料調盤)

2 )鶏
O人工授精(採精、精液注入)
Oj拝卵、jJl字化(種卵、jJl手gsll号の消毒、入卵、検卵、雌雄鑑別)
O育雛(育雛器の消毒、育雛管理、育雛の飼養、疾病の予紡)
O日常管理(ケージの管理と清婦、飼料給館、換気と光のコントロール)

3 )馬・騒篤

O給銅、馬房の清婦
oa帝の管理

4) 園場における飼料生産

。飼料作物(玉萄黍、燕麦、小麦、馬鈴薯、南瓜)のj蓄積‘施日巴、除草、中耕、収穫
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2 試験研究内容

1 )豚

Oブタの放飼飼養方式の予備試験
Oブタの体外受精に関する研究
0ブタ受精卵の体外培養および受精卵移植に関する研究
Oブタ精子の受精能獲得に関する生化学的解析
ODNA自己ヂIJによるブタの家系判別に関する研究

Oブタ雄特異的遺伝子記列の検出
0ブタ着床期に特異的な遺伝子発現の解析
。ブタ胎盤と胎仔の遺伝子発現に関する研究

。飼料添加物(ビール粕)の仔豚下痢抑制効果の検証

O自給飼料を主体とした肉豚生産方式の検討

2 )鶏

O鶏の遺伝育種学的研究
。鶏卵卵殻質の性質とその遺伝様式の解明

。肉用鶏の効率的銀育法

0鶏精子の保存技術の開発

3 )馬、経馬

OウマのマイクロサテライトDNAに関する研究

Oウマ類の毛色遺伝子に関する研究

3 技官の日常業務管理

1 )豚

担当技宮 1名

中小家畜分野

主な業務内容 報・タの給館・育成管理、豚の人工授精、教官の実験・研究と学生実習補助など

年間の仕事

。学生実習・獣医学部解剖実習・畜産製造(ハム、ソーセージ、ベーコン) ・教室の実験・研究

に合わせた{子豚の年間生産計画の立案(教宮・技官)および実行

。飼料購入計厨の立案および実行

。飼料(玉湯黍、馬鈴薯、小麦、燕麦、魚、粕、その他)の配合割合計図の立案

(穫豚用、日巴育係用、仔豚用)

O豚舎周留の環境笠備
。飼料作物生産[熔種14月燕麦、馬鈴薯、 5月玉萄黍、 9月小麦

[収穫16月一番牧草、 7月小麦、 8月燕麦、 9月馬鈴薯、二番牧草
1 0月玉萄黍

表 l 平成 11年豚出入

議¥豚住師宅n二豆一- 12二二王宣言i 6l 
豚入荷

盟主音壁重量二五二二二EF E否両 45i 
E事出荷

，!*璽璽埜E二二二E二:二一 目2 24 
;畜産科学科解iilJ実習 ;♂ 2i 
獣医宇部解剖民主一一一一守 一一--.~-$-----^------T合計 461 

-~-----~--------一一一一一 一ー一一一 一一一一一一」平成11年4月から平成12年3丹まで

-67-



駒?

中小家畜分野

2)鶏
担当技官2名

主な業務内容 朝・夕の給自耳・育成管理、鶏の人工授精、教官の実験・研究と学生実習補助など

年間の仕事

。学生実習・獣医学部解音IJ実習・畜産製造・教官の実験・研究・産卵鴻に合わせた鶏の年間生産

計画の立案(教官・技官)および実行

。飼料購入計画の立案および実行

0飼料配合割合の計図(幼雛、中雛、大雛、成鶏用)の立案および実行
。幼雛舎、中雛舎、交記舎、コロニー舎、成鶏用ケージ舎の水洗いと蒸気消毒

O鶏舎周図の環境整備
0続料作物生産(豚担当技官に同じ)

く〉 平成 11年鶏利用状況

表2 畜産科学科学生実験用 ♀羽数

1月 77月11
27-418月j 副
3月 01 9月 U
4月 0: lOFlI 01 
5月 3 11百一一司
6月L___  Oι 12月:
合計 20' 

表3 その他 羽数

「す付!♂一平 -i~ 訳

L」王」坦」一一ι二E豆型空j実21尽
|1日 間I~:_~___~__~l~_ 23_L~生唾IJ塑用
合計 2 36 

表4， 供用換(畜産製造分聖子用) 羽数

日 -7「了一? ア一一平一一 i 内 訳

9月 38 0 70 廃鶏

6日 o 66 rie 鶏

7日 51 0 廃鶏

10月 27日 47 0 肉用鶏
28百一 4i'--一一 o 肉用語

合 計 1391一一一一一品目

*5. 平成 11年成鶏羽数推移 月末羽数

:主制生主ι王監1些 ;U1.I'FP!Z 11"F j:豆
♂ ♀ i ♂ ♀ ♂ ! ♀ 合計

-~-----，一一十一二一十一 一一ーム一一…-
1月 0， δ5， 55! 193' 0 0 283 

2月 o 301 54: 192 0 0 276 

3月 o 301 54' 191 0， 0 275 
4月 0'--30 函 1百十 O~...- 0-'275 

一一一一一一一一5月〔民 21' 541 191; 0' 0， 272 
百 一古一三寸-Ez--I町一-6-6「77E
7月 0' 261 53; 191 0 0: 270 
一一一一一一8月 o 24: 53: 190 0 0 267 

9月 o 0， 2 77: 0 0 79 

10月 o 01 2 77， 0 0 79 

11R-1こ3こ五三1:弘一 63' 390 
12月 01 01 147248; 63! 359' 
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中小家畜分野

o 平成 11年鶏卵利用状況
主主6. 更新沼種卵(一回自)
自 付 …偲1証十累計

表7 更新用種卵(二回目)

日 付:個数累計

6

一9
P
O
一n，L一-

ハ
h
u
一丹、
u

p
n
u
一ハ

h
u

日
一
日
9
一O

つJ
U

一内、

υ

四一 6月 12日 71 71 

13日 62 133 
31日 57 186: 

6fl 1日 631249i

2臼 66 315' 

3日 64 379 

4日 63 442， 

間一目
17 B 59 384 

18日 69 453 

備考
一
左
目

ηο
ウ

t
J
O

一df

0

6
一3
一授

5
5
一
6
一日

一
一
人

ナ

一

ηο

?ム

4
1
Q
d

一//4

6

6
一
6
一6

一

一

O
O
一A
-一
5

門
口
口
凶
一
口
μ
一
円
/

5

6
一7
一片山
一

-ho

19日

20日

64 

64 

円

/

1

i

1
L
O
O
 

P
O
戸

ho
21日 64 645 

備考 6/10.6/14人工授精

表8 畜産科学科学生実験用種卵
一町一(踊了一一打蔽寸賠寸
2月 19白-24日 76 76 

空耳 17日」 24 100j 
10月 8日 27， 127 

22日 20--1471

11fl 5日 25i二豆E
19B 2ふ 197i

12月面~-30r 227' 

表9 学生実習用種卵(試験用含む)

日 付 l 個数:累計

4月 6日 46 46 
27臼 75 121 

5月 6臼 22 143 

12日 11 154， 

17B 104， 258 
27日 29 287 

28日 44: 331 

10日 30' 257 31日 40 371 

昨il考 2/17.18，9/14，10/5.19，11/1.16.29 6月 1日 37 408 

1217人工授精 2臼 41 449 

貯卵した種卵を適時使用 3B 38 487 

11 B 18 505 

備考 3/31，4/19.21.23.28，5/25 
人工授精

l月

2月

342.2 7月

274.8 8月

月間生産量 (kg)

229.1 

205.9 

表10 平成 11年鶏O[l生産量

3月 310.2， 9月 93.2

4月 250.6 10月 37.1

5月 273.2 11月 : 二一二型空
6月 261.2， 12月 : E里2;
年間生産量 2553.2 
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中小家畜分野

3) 馬・ 5車馬
担当技官2名(鶏と兼ねる)

主な業務内容 戟・夕の飼育管理と教宮の実験・研究と学生実習補助

年間の仕事

0一番牧草、二番牧草、燕麦等の給鰐管理
O放牧場管理

表11 平成 11年馬・滋馬飼育頭数

l ♂ 

「一一馬

騒馬 1頭

♀ l 

l頭

E京一寸

4) 家三苦続料作物
担当技官 l名

主な業務内容 厨場管理、教官の実験・研究と学生実習補助

年間の仕事

。飼料作物(玉萄黍、馬鈴薯、小麦、燕麦、牧草、その他)の作付け計画の立案(教官・技官)

および実行

0種子、除草剤、購入計画の立案および実行
Oトラクタ一、プラウ、デスク、 ドリル、パッカ等の農業機械作業計画の立案および実行
。飼料作物生産[諸種J4月燕麦、馬鈴薯、 5月玉萄黍、 9月小麦

[ llJ(穫J6月一番牧草、 7月小麦、 8月燕麦、 9月馬鈴薯、二番牧草
1 0月玉萄黍

O各種新規緑肥作物実規模矯種方法比較試験と後作効果の検討

表12. 飼料作物作付け面積 (単位アール)

玉濁黍 200 南 瓜 20 

小 麦 400- 燕麦 370 

馬鈴薯 30 牧 草 340 

波宮 4名は、それぞれの担当部署をもって全体として協力して業務をしている。一番仕事が集中する

のは、飼料作物t雷種待期の春期であり、この時郊には技宮全員が関場に出てJ番種作業にあたる。デスク
ドリル、パッカ、種子運搬などに携わる。同再寺期に豚、鶏それぞれ豚房、鶏舎(育雛舎・育雛器、中

里[舎・中雛ケージ)等の水洗いと蒸気消毒、人工授精、採卵、解化等などの仕事が集中している。また

、秋期の飼料作物収穫時期には、なるべく学生実習日と合うようにと考えてはいるが、最近の天気はま

まならないのが悩みの一つである。

家畜を扱う以上、土曜日・日曜日・祝祭日のB直が避けられないので専任教官 1名と技官4名で交代

で勤務している。
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中小家畜分野

島
平成11年中小家畜分野業務暦

、戸、 e 咽 F 冒

豚・(馬)担当 濁・(潟)担当 闘場担当

括呂哲lタ給Z耳、豚居糞帰徐、育成管理 毎日報・タ給餌.溺卵重測定、育成管理 12月から翌年3月まで家畜飼育管理

月金曜日鶏舎糞掃除

l月 2説教(馬) 3.9.30 5餌料配合(鶏用) 21 5畜舎用組除雪 6.13.20.28.29 

6削蹄 71 5 飼料配合(豚用) 6.7.21.22.26.27 8豚体重測定 13.29 

6畜舎周囲除雪 71 5 畜舎周囲除雪 6.7.12-14.18.20.22.2913農学部からマウスの糞運搬

3豚体重測定 13.29 6削締 71 19 閥場作付け表提出

8畜産学生実習(2年目後期) 22 6産卵記録集計 21.25.26 〔中小家畜分野主任へ)

13農学部からマウスの糞運踏 8畜産学生実習(2年臣後期) 22 20 畜産グルブ会議

20 畜産グループ会議 19解剖実習用憩獣医学部へ淫搬 22 畜産学生実習(2年自後期)牧草運搬

つ2畜産学生実習(2年目後期)牧草運綴 22 畜産学生実習(2年目後期)牧草運搬 27 !E料申込書提出(事務所へ)

23 豚分娩 27 飼料用穀物粉砕 28 

29 豚体重測定

2月 1豚出荷 8 l豚出荷 8 l露出荷 8 

51m吉原図除雪 7.8.10.12.19.22.25 1飼料配合(豚用) 2 5畜産学生実習(2年目後期)

5畜産学生実習(2年臣後期) l産卵記録集計 5豚体重測定

5豚体重測定 2-5.15-18.22.24.25.27.28 5馬鈴薯乾草運搬

5馬鈴薯乾草運搬 3畜舎周囲徐雪8.10.12.15.16.19.23.2512 畜舎周屈除雪 16.19 

17綜房水洗い 4飼料用穀物粉砕 5.16.24 25 農薬購入書提出

18 分娩枠水洗い 5畜産学生実習(2年自後期) 26 北海道酪農畜産協会ー技術連盟出席

24 再I[蹄 12 飼料配合(惑用)

24 仔豚綴乳 17 鶏人工綬精(学生実験用) 18 

26 綜精液採取 22 鮮卵器運転温度調楚 23 

24 自I[路

3Ji 1豚体重測定 9.11.12.26 1飼料配合(鶏用) 1畜舎周囲除雪 8 

l畜舎馬鹿除雪 25 l産卵記録集計 2-5.8.15.16.19.22.23 1嫁体重測定 9.11.12.26 

2豚精液採取 5解卵器故篠、修理 9.16.17 2農場技官研修参加 3.4 

3豚人工授精 8調教(寓)9-12.15.17.23.24 (拭号)16 8調教(馬)9-12.15.17.23.24 (騒馬)16 

7豚分娩 8騎馬血波採取(実験用) 16 馬鈴薯運搬

8調教(馬)日-12.15.17.23.24(雑馬)16 91W事体重測定 11.12.26 18 馬鈴薯(エニワ)種子連拠

16 馬鈴薯運搬 11 幼雛舎育雛器水洗い蒸気消毒 17-1924 fiE料搬入

17 仔豚去勢耳l¥l[入れ 15 鶏体重測定 26 玉笥黍試験打ち合わせ

24 即時帝 24 自1[1菅 30 新[育自在器解卵器]納品、組み立て 31

29 飼料配合リ事用) 30 新[育雛器解卵器]納品、組み立て 31

4月 5豚出荷 19 1 新[脊~l器解g~器]試運転、温度調整 2 2新貯卵器納品

5豚体重測定 9.21.26 2琉潟血液採取(実験用) 5豚出荷 19 

6飼料配合(豚用) 29 9畜産学生実習(3年目前期) 16.23.30 5豚体重視i定 9.21 

9奇産学生実智(3年目前期) 16.23.30 12 旧育雛器、解体 15.16 B農学部より手術台運搬

10 豚手術 18 14 餌料用穀物粉砕 19.20 9畜産学生実習(3年目前期) 16.23.30 

11 綜分娩 14 検卵(実験用) 20 15 獣医学生実習 22 

13 慰問液採取 28 15 獣医学生実習 22 19 鹿実i学生実習 21.28 
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28 豚血液採取(実験用) 26 燕麦f畠種パッ力

28 出I[蹄 27 馬鈴薯(工ニワ)播種
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中小家畜分野
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中小家畜分野
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61'1麦搭種グレーンドリル
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1~ 綜精液採取

14搾人工綬精

17仔豚去勢耳烈入れ
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21再蹄

29牧草収穫

制 I1飼料配合(豚用)
4仔豚滋乳

5胃辺環境懇備
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s豚人工授精
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301解剖実習用豚獣医学部へ運搬 1O.11.16.17.22.24.29.30 1261乾燥機掃除

81調教(馬 1291除雪機準備
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121鶏翼帯番号調査

261乾燥機掃除

301解部実習用豚獣医学部へ運搬

12月111飼料配合豚用 2.6.16.271 11産卵記録集計 3.14.15 

61農学部からマウスの糞運搬 1 61農学部からマウスの糞運徹
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271 81馬房増築工事(仔菰馬の為 91101畜産学生実習(2年目後期)乾革運綴
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阪主

教育・研究支援業務

大家畜分野

1.業務概要

岩倉隆

高橋太郎

新海秀史

八巻憲和

大家畜分野では、乳牛(ホルスタイン穫)および緬羊(サフォーク穫)の飼養管理と、その粗飼料の栽培

収穫、そしてこれら実験動物を用いた教育研究の支援を主業務とする。

年間を通じて毎日の業務として、搾乳c1B 2回 8: 30および 16: 00)生産乳の出荷、子牛への鴇乳(1

B 2回搾乳時)、糞尿搬出など牛舎内清掃(午爺)、サイレージ(午前)乾草等(午後)の飼料給与があるほ
か、実験、実習および研究(後述)の補助および指導業務が随時ある。家畜自体の管理業務として、発情チェ

ック、種付けおよび分娩監視・介助等の繁殖管理業務、牛体ブラッシング、再r]蹄、除角、去勢等の個体管理

業務、体調不良牛の治療等の衛生管理業務が随時ある。ミルカ一等搾乳関連機械、サイレージ綴出用アンロ

ーダ、ベルトコンベア等飼料給与関連機械等、家畜管理機械の保守点検業務も年聞を通じて随時行われる。

季節的な業務としては、夏期間は、放牧地および採草地への施肥(年3凶)、コーン熔の耕起、堆肥散布、

播種、除草剤散布および中耕除草、放牧地の除草、アルフアルフアサイレージ(年 3回)、乾草(年 2回)

およびコーンサイレージ(年 l回)の収穫等、日常の牛舎内管理業務に、掴場管理業務が加わる。なお、

耕起、堆ijI~散布およびサイレージ・乾草収穫業務については、当農場機械グループより技官 2 名の応援を

仰いでいる。また冬期間についても、牛舎周り及び牛運動場の除雪、堆1巴切り返し等の業務が加わる。
平成 11年度は、冬鰐の豪雪と低温による雪解けの遅れと、前年を上回る罰場の排水不良により、園場作

業や放牧の開始時期に 1 週間程度の遅れが出た。一方で 7~8 月は記録的な猛暑となり、粗飼料の適期収穫

のため匿場の状態に例年以上に気を配った。それでも春の浸水の影響もあってか、 2番刈り以降の牧草類は

著しい減収となった。また、家畜の体調維持・飼養管理にも例年以上の配慮を要した。総じて、気象条件に

振り回される多忙な 1年だったと言える。

本場飼育のホルスタイン種は、教育・研究に必要な搾乳牛数を維持する 方で、明治21年に導入された

3頭の乳牛以来、途絶えることなく系統保存と改良が行われている。平成11年 1FJには、獣医学部・繁擁

学教室との提携のもと、 3系統の一つ「千鳥j系の乳牛(後述)から受精卵移植 (ET)が行われ、 10FJ 
には雄子牛1頭を得た。系統保存の目的からも、また学生の経験としても、大きな収穫となった。

2 教育利用内容

1)実習

家畜生産実習

(搾乳実習含む)

農場実習

農業機械学実習

飼養管理実習

家審内科学実習

家畜臨床繁殖学実習

食と緑の体験演習

2)実験
家畜栄養学実験

卒業論文実験

修士論文実験

博士論文実験

農学部 審産科学科(2 年後期~3 年前期、 30 名、必修)

農学部 生物資源科学科(3年前期、 40名、必修)

農業経済学科(3年前期、 28名、必修)

応用生命科学科(3年前期、 30名、選択)

農学部 農業工学科(3年前期、 34名、選択)

獣医学部 獣医学科(2年前期、 40名、必修)

獣医学部 獣医学科(5年前期、 40名、必修)

獣医学部 獣医学科(5年後期、 40名、必修)

全学教育科巴c1年前期、 30名、選択)

農学部 畜産科学科(3年後期、 30名、必修)

農学部 審産科学科 (6{i牛)

農業工学科(1件)

農学研究科家畜生産学講座(1件)
「集約放牧下の泌乳牛における放牧条件および個体間関係が食草行動に及ぼす影響j

農学研究科生物生産工学講座(1件)

「近赤外分光法による搾乳時生乳成分の連続的分析J

農学研究科家畜生産学講座 (H牛)
「放牧主体型牛乳生産における土地利用システムの解析に関する研究j
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3 研究利用内容(共同研究含む)

1 )家畜生産システムにおける土地利用と生産効率に関する研究

2)土地を基盤とした牛乳生産に関する研究
3)酪農生産における草地の管理.;fIJ用方法と生産力評価に関する研究

4)放牧草地の生物相と物質循環に関する研究
5)良質自給飼料の生産に認する研究

6)家畜糞尿の利活用に関する研究

7)乳牛の生理的指標としての血中プロフィールに関する研究

8)乳牛のエネルギー利用に関する研究
ヨ)反努家畜の飼料消化動態に窮する研究

1 0)反努家畜の脂質代謝・窒素利用に関する研究
11)乳用牛群の管理方法および乳用牛の育成方法に関する研究

(農学部附属牧場との共同研究)

1 2)近赤外分光法を基軸とする乳牛生体情報のオンラインモニタリング手法の開発に関する研究

(農学研究科農産物加工工学分野との共同研究)

1 3)牛乳タンパク質の構造と機能に関する研究

(農学研究科酪農科学分野との共同研究)

1 4)湾辺の土地利用が耕地微気象に及ぼす影響

(農学研究科農業物理学分野との共同研究)

1 5)乳用牛の繁殖管理に関する総合的研究

(獣医学研究科繁殖学教室との共問研究)

1 6)平地積雪の変態退程の追跡

(低温科学研究所雪氷環境グルーフ。との共同研究)

施設略図(平成 11年 1 2月現在)

主韮担金星
園場

A-G・・・放牧地
41z: ..・試験放牧区

大家畜

5.6.1 0区 ・ 採草地{イネ科牧草)

7.9.1 1区・・・採草地 (7If77If77)

g 

19ua 

7 

工業試験場

衛生研究所

18sa 

5 

100a 

4 I E 
Zま験区

F 

G 
日llaI 90a I 603 

c I D I B 

'" 70， 

75 

牛舎

対尻式スタンチョン

/可イ7'ラインミJレカ

パーンクリーナ2基装備

地下糞尿貯留槽 (450t)

スチール裂気密サイロ

(239ni)X2基

ボトムアンローダX2

機械摩 (512ni)

総敷地面積 約 23..5ha 

害日愛された広域については影をつけて表した
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大家畜

大家畜部門 年間作業暦

月 2 3 4 5 6 

を
2/15 三 、/、 4/18 

放5牧/6開始

畜牧ス体プ系リ学ン(講実グ座技・指キ新導ャ)ン4年ブ生

¥ / 

1/5→14 

lll///受5714精人ホ卵受ル工移移精授モ植植卵精ン採処取理・ 牛5/売1払0 

4/28 
3/19 

外部防寄除生虫
5/21 

Aサイトγ給与終了
搾乳実習開始γ一一ぅ

主め
4/10 毛5/メl1j4り 自/2
駆虫 録料調整

5/14 
放牧開始 ¥ f 

4/23 
方面目巴

園場4排/水15溝掃除 6/2-4 
機材整備

4/23 

jアレ
施日E

フ サイロ3/内23清婦
ア
jレ
フ 4/15 

ア 園場排水溝掃除

堆EE5/-1コ2→ン1ポ4スト
散布
5/19→20 

耕起 (呂田子リ， 'j'}，Ijハロー)

コ
5/21 

施』巴，播種，鎮圧

5/24 

ノ 化肥散布

5/6 
/ ¥ 

放牧開始

草地
4/23 
施E巴

4/15 
圏場排水溝掃除

4123ご 二¥P 6/2 
3/1液7肥→散19布，26 4/12→20 牧捕の設置・補修放

液肥散布 牧区の整備 rトリ整地
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平成11年 1/1~12/31 

6 7 8 9 10 1 1 12 
o' 
10/26 
放牧終了

11/17→18 
肖j蹄

9/17 
う搾乳実習終了

自/6
飼料調整

10/15 
牧場より6頭帰場
10頚管理委託へ

10/18 
牛売払

10/21 
コーンサイトγ給与開始一一一一争

7/2→7，'16 
開Ja帝

8/18 
A すイトンー給与開始

12/14 
館料調整

同日払
し
売
H
羊

ぅ 11/ヨ
放牧終了

6/8→23 
1番草収穫

tZ草 5，6，10区
放牧E，F，G区

8/3→8/10 
2番草収穫
採草5，10区
放牧F，G区
6区牧草は
すイ自に切り込み

10/6 -→ 21 
採草地に放牧

6/18， 7/15 
追肥

6/14→ 16 
l番持lり
14 刈取り
15→ l(j切込み

7/21→22 
2蓄再IJり
21 ;(IJ取り
22 j切込み

10/4→ 6 
3番抑jり

4刈取り
日切込み

6/18 
j皇flE

7122 
追肥

6/2 
除草剤散布

7/11 
摘積
ホー除草

9/16→ 17 
まくら路手刈り

9/20→ 24 
切込み
サイロ詰め

9129→ 10/1 
秋耕(プラウ)

Gr 2.:.! -~ 6/25 ， 7/7 
中耕
(ローグ1)ーカJげ)

8/27 
サイロ内清掃

9/27→29 
堆RE散布

自/18
1皇flE 6/29→ 30，7/8 

掃除刈り草回収

8/18→ 19 
液肥散布

ララ 10/26 
放牧終了

11/30→ 12/2 
牧榔等
撤去収納

11/4→22 
農道整備

11/:30→ 12/2 
液肥散布

(j/f) --> 18 G，'22 -， 28 7/5→G 
錦除刈り 帰除メIJり 掃除刈り

7/27 
掃除メIJり
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大家畜

資料(大家畜分野)

家畜飼養頭数(平成11年 1/1~12/31) 

平成11年 増加 減少 平成11年
UJl6 出生 その他 売払 管連換 実験解剖 へい死 12月31日現在

乳牛 ♀ 37 15 2 9 2 。 。 43 
(餐託 7) (;>l託 10)

♂ 12 7 。 6 。 。 1 12 
(委託 6) (受託 6) 

計 49 22 2 15 2 。 1 55 
(委託 13) (委託 16) 

緬羊 ♀ つ 。 。 2 。 。 。 。
♂ 11 。 。 。 O 3 。 8 

計 13 。 。 2 。 3 。 8 

注) 「委託Jは農学部附属牧場にて管理委託中

牛乳生産(平成11年 1I 1~12/31) 

年間総搾乳量 137，994.8 kg 

月あたり平均 11，499.6 kg 

平均搾乳実頭数 16.2頭

1頭当たり平均乳量 8，518.2 kg 
(実頭数より算出)

乳牛繁殖状況(平成11年 1/1~12/31) 

授精実頭数 33頚

授精延べ頭数

授精平均回数

最終受胎頭数

最終妊否不明頭数

総受胎率

88頭

2.7罰

21頚

4頭

72.4 % 

廃棄量 11，382.3 kg 

E甫乳使用量 4，128.5 kg 

実験供試量 3，885.1 kg 

総出荷量 117，364.0 kg 

使用種雄牛(凍結精液)

HB-8094 

HB-8107 

HB-8129 

凍結精液は;/tハ.ンホ以タイノ7'1)ーディンゲトピス社より購入

家畜衛生状況(平成11年 1I1~12/31) 

子牛下痢症 7件 卵巣嚢渥 l件

成牛下痢症 1 f牛 黄体嚢腫 1件

食滞 2件 子宮内模炎 2 {，牛

第4胃変位 1件 角膜炎 l件

発熱性疾患 5件 真菌性皮膚炎 1 i'牛

起立不能 l件 乳頭損傷 u牛
流産 1件 乳房炎 l件

早死産 3 {，牛 蹄障害 1 {，牛
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大家資

粗飼料生産(平成11年度)

腕』巴および防陰

種別 面積 (a) 肥料 施!~量 (kg) その他薬剤j

イネ科牧草

採草地 440 草地122 1，760 

草地456 1，760 

放牧地 680 草地122 2，720 

草地456 2，720 

マメ科牧草
424 

S 550 1，060 

(ア}vファjレファ) 硫酸加里(粒) 1，696 

飼料用デントコーン
310 

S482 2，790 ゲず/ン7077.ル 6，200 cc 

ナタ'J7M丸12 ょうりん(粒) 775 ゲイ7'/) '; 93kg 

播種 70 kg 札幌コンポスト 9，000 

立量蓋

種目j 数次 採草函積 (a) 収量 (kg)

乾草 1番必り 780 31，452 
2番刈り 570 11，676 

43，128 

グラスサイレージ 120 5，400 

アルゴアルフ71番刈り 424 24，000 

サイレージ 2番メIJり 424 4，500 

3番メ.IJり 424 9，750 

38，250 

コーンサイレージ 310 111，000 

放牧地利用状況(平成11年 5月6日 ~ 10月26日)

放牧区 面積 (a) 総放牧B数 総放牧時間 平均放牧頭数/呂 平均頭数/10a/日

A 80 56 1032 7.9 1.0 

B 70 43 806 8.0 1.1 

C 80 72 403 9.1 1.1 

D 80 70 670 8.6 1.1 

E 190 86 726 9.4 0.5 

F 90 33 572 9.0 1.0 

G 60 。 。 0.0 。。
育成ハ.ドック 30 132 3087 5.3 1.8 

採草6区 240 14 28 19.8 0.8 

79-
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大家畜

購入配合飼料(平成11年)

搾乳牛・乾乳牛用

育成牛・子牛用

モンスター16

若牛フレーク

幼牛グリーン

ミルフードBフレーク

39000 kg 

300 kg 

900 kg 

1600 kg 

配合資料はホクレンより購入

試験放牧区利用状況(平成11年)

-総使用面積 放牧地1.87ha (搾乳牛 12頭/日)

-施胞内容

・放牧期間

-総放牧時間

N-P204-KzO -MgO = 6 -12 -10 -5 
5月13日 ~ 10月9日 (149日間)

5時間X150日間 =750時間

牛熊畜産部門ホルスタイン韮ゑ草島(平成11年 12/31現在)

敷島系

牛番号よ 敷島(しきしま) 明治21(1888)年 2月25日生

父オリンピオ No.1l57 N.F 
母プリズマ NO.5530 H.H.B 

1 -6-43-171-218一四-2Il2一四-451 由一閣予凱ー昭一時7-1069-1101 -1130 

以卜、現存 3頚

漣系
牛番号 i 漣(さざなみ) 明治21(1蹴)年 2月25巴生

父スミスコンケラ-NO.3068 H.H.B 
母プリスマ NO.3068 H.H.B 

15-46 -1四-225一回2-419一冊一缶1-<330一四冊21811r組一四-952-106511112 

I I Ll129 

L四一四一1032*-1122

2 L叩8-四 l即日1057-1137

ー酎ト町1ー町4-1084

日-1日一l田 -220.....回一1049-1119

以上、現存 9頭
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大家斎

千鳥系

牛番号 i 千鳥(ちどり) 明治21(18邸)年間2D日生

父ネザーランド NO.1852 H. F.H.B. 
母 NO.3007 H. F. H. B 

3 -25-61 田ぺ32-95 笛7-356-4曲一切-585-田5-619一日6-637-751-825-8'74-9:おー1005*-1135

以ト、現存 1ìl~ 

第3ネリ一系

月寒畜産試験場より保管転換導入

lおー733一蹴一四2ー蜘下1066-1131 

L1095γ1117 
し1123

臨 r919 -1059γ1109-1136 

L1134 

大正7年第 3ネリー

'-拓Sァ蜘 T 1063* -1132 

1-1091 -1118 

LlO2S -1087 -1026 

910一割0一回5-1041 -1115 
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教育・研究支媛業務

畜産製造分野
担当者板谷一加藤秀雄日置昭二

1.平成11年度学生実習の概要

学生実習は主として生態畜産部門，畜産製造分野の施設を使用して農学部畜産科学科3

年目学生を対象に食肉利用学実習と酪農生産物利用学実習を実施している.ここでは手L肉

製品の原料の検査，取り扱いから各種製品の加工，製造までを，製造技術はもとより食品

の衛生管理も含めて総合的に習得させる事を目的としている

実習開始特には内容を説明した上で，事故やケガのないように注意を呼びかけた上で，

多人数でもできるだけ学生各人が手にとって実習できるように考慮、しつつ教官と技官が一

体となって実習指導している.カリキュラム上は1回につき 3時限の内容であるが実習を

充分に理解体得させるために時間の延長もしばしばで，また実習の準備と後始末に多大な

時間と作業量が要求される.

なお実留は畜産科学科学生のみならず他大学，他学部，他学科の学生についても要望に

応じて年間数時間実施している

イ)食肉利用学実習

食肉の処理技術及び各種食肉製品の製造技術を習得し，食肉の理化学特性に対する理解

を深める事を目的とする.

豚の屠畜と解体…・・屠畜場見学，豚の屠畜と解体，衛生検査についての講習をうける.

豚枝肉の解体と整理一一枝肉の半丸を肩，腕，もも肉に3分割して除骨整形して部分肉

にする.

食肉製品の製造一一各種のハム，ソーセ ジ類，ベ コン，スモ クドチキン，缶詰食

品としてランチョンミート等を製造する

ソーセージの品質評価…・実験用ソーセ ジを製造しその物理的特性や色調，風味を比較

検討する.

工場見学一一食肉製品工場を見学し，製品の生産過程や出荷までの行穫を理解する.

ロ)酪農生産物利用学実習

飲用、加工原料乳の成分，乳質，細菌等の検主主及び分析を行い，代表的な乳製品を実際

に製造して，その加工原理を理解させる.さらに近郊の乳製品工場を見学し，生産流通過

程の実態を認識させる

概論...・H ・......牛乳の取り扱いに必要な基礎的知識及び乳等省令(厚生省)について解説

し，日常生活における乳製品の新しい利用法や役割について考察する.

乳質検査…・・牛乳の汚染や理化学的成分を調べる各種検査法を習得する.

乳製品製造…各種乳製品の代表である市乳，パタ ，チ ズ，ヨーグノレト，アイスクリ

ームを伝統的手法で製造し，使用機械の構造と操作法を習得する.

工場見学…一乳製品工場2ケ所、乳業会社研究所2ケ所，生事L検査機関1ケ所を見学

82ー



f 
可

2・畜産製造実習ni!:設、機械配凌図と名称

酬
明
刷
附
際
協



開計

畜産製造

2.食肉利用学実習 (平成11年度)

対象学生.畜産科学科3年生(必修1単位) 服部教授

毎週火曜日 5~7時限 (13: 00~15: 30) 

畜産科学科 実習項 自 実 習 作 業 内 ~与ゴ・ー

(火曜日)

4・14 ガイダンス 新入生に対し実習に関する概要の説明

4.20 北海道畜産公社の I工jjlJ市角山にある大規模屠畜場における牛豚馬の屠畜

見学 解体処理作業の見学

4・27豚の屠畜と解体 E量畜場法の概要，生体検査，屠畜方法の実技，言明皮と
2頭 内臓除去，背割り，内臓検査，枝肉の保冷までをする

5・11 豚枝肉の格付け 枝肉の肉質や脂肪による等級の説明後枝肉半丸を各グ

大分割と除骨 ノレープで専用ナイフを用いて肩

て中の骨を取り徐き部分肉とする

5・18 ~肉の整理とソーセ 除骨した部分肉を刀を使い筋，臆，脂肪等を取り除き

ージ原料の乾塩漬 赤肉と脂肪を小さく角切りして塩漬する

5・25 ソーセージの製造と ボロニア，ウインナー，ポークソ セ ジを製造する

ロース，パラ，舌， 肉挽き，カッティング，充填，ボイノレ，スモークして完

心臓，血液の塩漬 了，ベーコンの乾塩漬，ロースハム，ブラッドソーセ

ジ用原料の湿塩漬

6 . 1 ブ、フッドソセジ 豚皮のボイノレ、脂肪の角切り、舌，心織のボイルと角

の製造 切り，カッテイングと混合，ケーシングに充填，ボイ

ノレ後冷却保冷して固める

6・ 8 ロースハム，プレス 各製品よりソーキング，ミキシング，整形，充填，ボ

ハム，生ハムとベー イノレ，冷爆，i昆燥等の行穫を経て製品を完成させる

コンの製造 AMIO:30の開始

6・15 セミドフイソーセー 脂肪の角切りと赤肉のカッァイング，香辛料，調味料

ジの製造と丸鶏の塩 を添加してミキシング，充填，燦燦で完了.丸鶏は塩

漬 漬液に入れて冷蔵庫に保管

6・22スモクドチキンの 塩漬の終えた鶏の首と手羽を系で国定してボイル，燦

'製造 煙して完成

6・29缶詰の巻締と耐圧試 KHホームシー7 を用いてリフターとローフーを調節

富貴，切断面の作図 して封缶して基準値に合わせる.マイクロメーターで

封缶部の厚さを計り，鋸で切断して断面を作図する

7・ 6 フンチョンミ トの 原料肉のチョッピング，カッァイング後ミンスマスタ

製造 ーによりエマルジョン化させ缶に詰めバキュウムシー

(ソーセージの缶詰)マで封缶してレトルト殺菌後冷却して完成

7・13 実験用ソ セージの 分析用として小型の機械で少量生産する.

製造(亜硝酸の効果)亙硝酸濃度による発色剤の効果
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夏 休 み

9・14 ソーセージの物性試 精密機械による弾力伎の測定や色差計による色認を測

霊童 定し組成の違いを考察する

9・21 食肉製品製造メ カ 主要肉製品の製造行程を見学して工場管理や製品流通

ーの見学 の管理にも理解を深める

* 実習で作られた製品は学生に試食させその評価を受け次の実習の参考にする.
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3.酪農生産物利用学実習 (平成11年度)

対象学生:畜産科学科3年生(必修1単位) 島崎教授/玖村助手

毎週木曜日 5~7 時限(1 3: 00~15: 30) 

資産科学科 実習項 目 実 習 作 内 容

(木曜日)

4・ 8 オリエンァーション 実習全体の概要と食品衛生に関する法規の解説

と級菌検査 一般細菌検査の実施

4・15 手L質の検査 原料乳評価のための各種検査法，滴定酸度，アノレコー

ノレ凝固試験等

4・22 ヨーグノレトの製造 原材料の混合，殺菌，乳酸菌の添加，充壌と発酵

適温で約 10待問

5・ 6 ナチュフノレチ ズに 酪農科学セミナ として専門家によるチーズ全般につ

ついての講演 いての解説

5・20飲用牛乳の製造 原料乳の受け入れ，検査計量，洗士曇，熱交換，冷却，

充填，打桧，検埋までの一連の作業行程を実施する

5・27 ゴーダタイプチーズ 牛乳の加熱殺菌と冷却後チーズパットに入れスタータ

の製造 ーを加え，レンネットで闘めカッテイング，クッキン

グしてホエ 排除後型抜き加塩後3ヶ月熟成して完成

6 . 1 0 牛乳の分離と全乳の 牛乳を分離機にかけ生クリ ムと脱脂乳に分離し，セ

脂肪率の定量 パレーターを分解して仕組みを説明.パブコック法に

よる全手しの脂肪率の定量

6・17 パタ の製造とクリ メタノレチャ ンにクリ ムを入れチャ ニング，水抜

ーム脂紡率の定量 き，加主主，ワーキング、，水分測定，型詰めで完成

クリーム賄肪主与を測定し純脂肪の算出

6・24森永，ょっば乳業の 恵庭市の乳製品製造工場の見学道内酪農家の出資に

見学 よる乳牛会社の酪農研究施設の見学

7・ 1 ヨ グルトの製造 異なるスターターを使用しての2回目の製造

7・ 8 サツフク乳業工場の 市民広場に隣接する，最新設備の中規模牛乳処理工場

見学 の見学

7・15 アイスクリームの製 牛乳の分離， ;%且成配合式の計算，原料の混合と均質化

2国aュ 処理による脂肪球の形状変化の観察，殺菌，冷却，フリ

ージング，カップ詰めで完成

夏 休 み

9・ 9 北海道生乳検査協会 中立機関による道内全域の生手L試料の分析施設を見学

の見学

9・16 雪印乳業の見学 歴史と伝統を象徴する乳業資料館及び総合技術開発研

究所と各種乳製品製造コーナーの見学
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4.試験.研究 (平成11年度)

試験，研究は大学続農学研究科生物資源生産学専攻，奇麗資源開発学講座，畜産食品開

発学研究室，酪農科学研究室及び農学部食品衛生学研究室の教官，大学院生，学生が関与

する研究テーマについて，工場施設を使用して専任技官と共同で実験を行い，結果につい

ての討論，考察する 以下に最近継続約に取り組んでいる研究課題を列記する.

a.食肉の手IJ用に関する研究

1.細胞外マトリックス成分の添加がソ セージの品質特性に及ぼす影響

2.食肉製品中のリン酸塩の低減化に関する研究

3.食肉製品の品質に及ぼすトレハロースの影響

4.食肉製品の品質に及ぼす蛮硝酸塩の影響

5.食肉製品の品質特性に及ぼす食塩濃度の影響

6.食肉製品の品質に及ぼす結着剤の影響

7 缶詰製品の貯蔵期限に関する研究

8 天然ケーシーングの改善に関する研究

9.塩漬塁味成分に関する研究

10.凍結肉の解凍ドリッフ。と肉色，肉質との関連

b 牛乳の利用に関する研究

1.牛乳成分として含まれる抗菌性蛋白質ラクトフェリンの研究

2.牛乳成分として含まれる抗菌性酵素ラクトベノレオキシターゼの研究

3.ブ、/レーチーズ中に含まれる加水分解酵素に関する研究

4.ケフィール発酵中におけるLー及びDー乳酸の消長に関する研究

5.脂肪代替物としての乳清蜜白質を用いたアイスクリームの品質に関する研究

6. ゴ ダタイプチ ズの熟成に及ぼすコート剤及び加塩法の影響

7. ゴーダタイプチーズの品質に及ぼすスターター乳酸菌の影響

8. クリームチーズの保存性に関する研究

9.バターの水分含量及び製品歩留まりに及ぼすチャーニンク。温度と時間の影響

1 O.初乳中に含まれるオステオポンケンに関する研究

87-



F 畜産製造
5_  三費米斗(平成11年度)

年間生産実績

大原料iま中小家畜分野より供用。

よ?之と¥年間生産kg実績

ロースハム 195.0 

ベーコン 315.8 親豚 。頭(♂O. ♀0) 

プレスハム 328.9 育成豚 45頭

ボロニアソーセージ 816.0 廃鶏 187羽

ウインナーソーセージ 25.2 若鶏 88羽 ( 7'ロイヲー)

セミドライソーセージ 317本

ブラッドソーセージ 40.3 

ランチョンミート(缶詰) 114缶 安原料乳は大家畜分野より供用。

ボイルドチキン (缶詰) 302缶 実験及び加工含めて

スモークドチキン 98.56 原料乳 1933. 5kg 

ラード 402.4 

ブリックチーズ 40.4 

ノてター
お3本l

以上が平成11年度の原料の供用とそれに伴う生産の(実験も含む)実績である。
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